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二
〇
一
〇
年
に
成
立
し
た
戦
後
イ
ギ
リ
ス
初
の
連
立
政
権
は
、
一
九
九
七
年
以
来
一
三
年
ぶ
り
に
政
権
復
帰
し
た
保
守
党
と
キ
ャ
メ
ロ

ン
（D

avid Cam
eron

）
に
と
っ
て
、
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
。
こ
の
問
題
を
解
明
し
て
い
く
こ
と
が
本
稿
の
狙
い
で
あ
る
。

　
「
二
大
政
党
の
拮
抗
」
あ
る
い
は
「
前
回
（
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
）
同
様
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
（hung Parliam

ent

）
の
出
現
」
と
い
う

大
方
の
事
前
予
想
に
反
し
て
二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
は
、
周
知
の
よ
う
に
与
党
・
保
守
党
の
単
独
勝
利
に
終
わ
っ
た

（
１
）。

そ
れ
に
伴

　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党

渡
　
　
辺
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一
八
四

い
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
続
投
が
決
ま
る
一
方
、
五
年
続
い
た
ク
レ
ッ
グ
（N

ick Clegg

）
自
民
党
と
の
連
立
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

今
回
の
総
選
挙
で
は
戦
後
二
度
目
の
連
立
政
権
誕
生
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
保
守
党
と
労
働
党
の
合
計
得
票
率
（
六
七
・
三
％
）
な

ど
を
見
る
限
り
、
伝
統
的
二
党
制
へ
の
回
帰
を
示
し
て
い
る
と
も
言
い
難
い
。
む
し
ろ
今
日
の
イ
ギ
リ
ス
政
治
は
、「
二
大
政
党
の
一
方

を
軸
と
し
た
『
政
権
形
態
』
を
志
向
し
つ
つ
、『
総
選
挙
得
票
率
・
支
持
政
党
』
の
文
脈
で
は
多
党
化
傾
向
に
あ
る
」
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、「
連
立
の
も
つ
意
味
、
あ
る
い
は
連
立
を
構
成
す
る
諸
政
党
へ
の
そ
の
効
果
」
と
い
う
視
座
か
ら
現
代
イ
ギ
リ

ス
政
治
を
分
析
し
て
い
く
必
要
性
も
生
じ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
は
、
自
民
党
と
の
連
立
を
選
択
し
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
そ
の
連
立
政
権
前
半
期
（
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
三
年
）
に
注
目

し
て
、
上
記
の
問
題
を
解
明
し
て
い
く
。
加
え
て
、
一
般
に
思
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
連
立
」
は
党
首
・
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
く
制
約
す
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
で
き
る
だ
け
言
及
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

Ⅱ
．
二
〇
一
〇
年
議
会
に
お
け
る
保
守
党
と
自
民
党
の
基
本
的
性
格

　

本
章
で
は
、
二
〇
一
〇
年
議
会
に
お
け
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
の
党
内
基
盤
が
さ
ほ
ど
強
く
な
く
、
そ
の
政
策
的
立
場
も
党
内
で
は
少
数

派
だ
っ
た
こ
と
を
先
ず
明
ら
か
に
す
る
。
次
に
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
が
同
党
史
上
最
も
「
院
内
政
党
」（
自
民
党
下
院
議
員
団
）
主
導
型
に

変
容
し
て
い
た
こ
と
を
論
証
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
と
彼
に
近
い
「
党
内
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー

（m
odernisers

）」
議
員
た
ち
が
実
は
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
と
の
連
立
を
欲
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
く
。
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⑴　

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
政
策
的
立
場
と
党
内
基
盤

　

二
〇
一
〇
年
総
選
挙
で
当
選
を
果
た
し
た
保
守
党
下
院
議
員
は
合
計
三

〇
六
人
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
研
究
者
ヘ
ッ
ペ
ル
（T

im
othy 

H
eppell

）
は
、
二
〇
一
〇
年
議
会
の
「
院
内
保
守
党
」
三
〇
六
人
、
一
人

ひ
と
り
の
政
策
的
立
場
を
分
析
し
て
い
る
。
ヘ
ッ
ペ
ル
に
よ
れ
ば
、
キ
ャ

メ
ロ
ン
を
含
む
院
内
保
守
党
の
基
本
的
経
済
政
策
観
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

（M
argaret T

hatcher

）
流
「
小
さ
な
政
府
」
を
志
向
す
る
「
経
済
的
自

由
主
義
」
の
立
場
に
ほ
ぼ
纏
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
の
院
内
保

守
党
で
大
き
な
意
味
を
も
つ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
ク
リ
ー
ヴ
ィ
ッ
ジ
は
、
主

と
し
て
「
モ
ラ
ル
問
題
」
と
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
Ｅ
Ｕ
） 

問
題
」
を
め
ぐ
る

論
争
に
起
因
す
る
と
さ
れ
て
い
る

（
２
）。

　

ヘ
ッ
ペ
ル
に
よ
れ
ば
、
前
者
を
め
ぐ
る
論
争
は
「
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」
対

「
社
会
保
守
」、
そ
し
て
後
者
に
つ
い
て
の
論
争
は
「
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑

派
」（soft Eurosceptic

）
対
「
ハ
ー
ド
な
欧
州
懐
疑
派
」（hard Euro-

sceptic
）
と
い
う
構
図
に
な
る

（
３
）。

こ
れ
ら
二
つ
の
対
立
軸
を
組
み
合
わ
せ

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
四
つ
の
政
策
的
立
場
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

院
内
保
守
党
に
お
け
る
四
つ
の
政
策
的
立
場
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
分

図　2010年議会（2010-2015）における院内保守党の主要イデオロギー・政策的立場

※　306人中、ヨーロッパ（EU）に関する立場が曖昧な議員は64人（社会リベラル30人、
中間的17人、社会保守17人）。306人中、モラル問題に関する立場が曖昧な議員は62人。

出典： T. Heppell, “Cameron and Liberal Conservatism: Attitudes within the Parliamen-
tary Conservative Party and Conservative Ministers”, BJPIR, 15-3, 2013 に基づき
筆者作成。

社会保守

(153人／306人)

❶ ❷

ソフトな欧州懐疑派 ハードな欧州懐疑派

(154人／306人) (81人／306人)
❸ ❹

社会リベラル

(91人／306人)



一
八
六

類
さ
れ
た
同
党
下
院
議
員
の
人
数
を
図
式
化
し
た
も
の
が
上
の
図
で
あ
る
。

　

図
を
見
る
と
、
二
〇
一
〇
年
議
会
に
お
け
る
院
内
保
守
党
多
数
派
（
主
流
派
）
の
政
策
的
立
場
は
、
❶
の
「
社
会
保
守
・
ソ
フ
ト
な
欧

州
懐
疑
派
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ヘ
ッ
ペ
ル
は
、
❶
に
分
類
で
き
る
保
守
党
下
院
議
員
の
人
数
を
三
〇
六
人
中
八
四
人
程
度
と
し
て

お
り
、
❶
～
❹
の
な
か
で
は
最
も
多
い
と
し
て
い
る
。

　

で
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
と
彼
に
近
い
党
内
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
議
員
た
ち
の
政
策
的
立
場
は
、
院
内
保
守
党
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

サ
ッ
チ
ャ
ー
以
後
の
歴
代
党
首
の
な
か
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
ほ
ど
様
々
な
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
保
守
党
党
首
は
お
そ
ら
く
い
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
見
ら
れ
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
諸
言
説
や
数
多
く
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
研
究
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主

義
は
「
党
現
代
化
（
モ
ダ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
と
、
ニ
ュ
ー
レ
ー
バ
ー
に
や
や
近
い
穏
健
な
党
路
線
を
目
指
す
、
思
い
や
り
の
あ
る
リ
ベ
ラ
ル

な
保
守
主
義
」
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
そ
の
リ
ベ
ラ
ル
保
守
主
義
を
上
記
二
つ
の
尺
度
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
る
と
、「
社

会
リ
ベ
ラ
ル
」
お
よ
び
「
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
派
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る

（
４
）。

　

し
た
が
っ
て
、「
生
来
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
派
」
と
呼
べ
る
保
守
党
下
院
議
員
た
ち
、
あ
る
い
は
「
保
守
党
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
」
と
も
称
さ
れ

る
議
員
の
ほ
と
ん
ど
は
、
図
の
な
か
で
は
❸
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
生
粋
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
派
に
と
っ

て
最
も
大
き
な
脅
威
と
な
り
得
る
「
党
内
最
大
の
敵
」
は
、
図
の
❷
に
属
す
る
純
粋
な
「
党
内
右
派
」
議
員
た
ち
と
い
う
こ
と
に
な
る
わ

け
で
あ
る
。

　

因
み
に
ヘ
ッ
ペ
ル
の
分
析
で
は
、
三
〇
六
人
中
、
❷
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
人
数
が
五
〇
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
❸
と
❹
に
属
す
る
と
さ

れ
る
人
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
〇
人
、
一
六
人
と
さ
れ
て
い
る

（
５
）。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
図
の
❶
と
❷
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
保
守
主
義
者
（
三
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キ
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メ
ロ
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保
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（
渡
辺
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一
八
七

〇
六
人
中
一
三
四
人
）
は
、
何
ら
か
の
意
味
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ッ
チ
ャ
ー
派
」
か
、
そ
れ
に
か
な
り
近
い
立
場
（
党
内
右
派
）
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
四
〇
人
程
度
し
か
い
な
い
純
粋
な
キ
ャ
メ
ロ
ン
派
は
、
そ
れ
以
外
の
議
員
た
ち
を
味
方
に
引
き
入
れ

る
必
要
性
が
常
に
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
分
析
か
ら
分
か
る
こ
と
は
以
下
の
点
で
あ
る
。

　

●　

純
粋
な
キ
ャ
メ
ロ
ン
支
持
派
は
院
内
保
守
党
の
な
か
で
は
圧
倒
的
に
少
数
派
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
二
〇
一
〇
年
議
会
に
お
け
る

キ
ャ
メ
ロ
ン
の
党
内
基
盤
は
、
必
ず
し
も
強
固
で
は
な
か
っ
た
。

　

●　

換
言
す
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
就
任
以
後
も
、
院
内
保
守
党
そ
の
も
の
は
基
本
的
に
「
サ
ッ
チ
ャ
ー
色
の
濃
い
」

右
派
的
な
下
院
議
員
集
団
で
あ
り
続
け
た
。

　

●　

キ
ャ
メ
ロ
ン
と
彼
に
近
い
議
員
た
ち
が
、
政
策
面
の
党
内
主
導
権
を
確
保
し
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
の
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
「
立
場
の
曖
昧
な
」
議
員
は
も
ち
ろ
ん
、
少
な
く
と
も
党
内
相
対
的
多
数

派
❶
に
分
類
さ
れ
る
議
員
た
ち
、
即
ち
「
社
会
保
守
」
だ
が
「
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
派
」
に
も
か
な
り
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
今
後
も
、（
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
本
心
は
と
も
か
く
）
保
守
党
と
し
て
は
、
欧
州
懐
疑
路
線
を
何
ら
か
の
形
で
公
式
か
つ
積
極

的
に
表
明
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

●　

仮
に
院
内
保
守
党
多
数
派
議
員
か
ら
党
首
不
信
任
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
場
合
、
現
行
保
守
党
党
首
選
挙
規
定

（
６
）を

見
る
限
り
、
キ
ャ

メ
ロ
ン
党
首
の
地
位
は
か
な
り
脆
弱
か
つ
不
安
定
で
あ
る
。

　

●　

キ
ャ
メ
ロ
ン
派
や
党
内
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
議
員
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
党
内
右
派
が
大
多
数
を
占
め
る
一
般
議
員
た
ち
（the back-



一
八
八

benchers

）
の
党
内
フ
ォ
ー
ラ
ム
機
関
・
一
九
二
二
年
委
員
会

（
７
）の

意
思
決
定
に
お
い
て
、
比
較
的
自
分
た
ち
に
近
い
立
場
の
幹
部

議
員
（the frontbenchers

）
の
意
向
を
な
る
べ
く
反
映
さ
せ
た
い
筈
だ
と
推
察
さ
れ
る
（
後
述
）。

　

こ
の
よ
う
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
し
て
は
、
党
首
在
任
中
な
る
べ
く
多
く
の
党
内
欧
州
懐
疑
派
を
味
方
に
つ
け
て
、
と
り
わ
け
「
ソ
フ
ト
な

欧
州
懐
疑
派
」
の
意
向
に
沿
っ
た
党
政
策
や
党
運
営
を
展
開
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政

権
の
発
足
、
あ
る
い
は
そ
の
一
年
後
に
保
守
・
自
民
両
党
の
速
や
か
な
合
意
で
制
定
さ
れ
た
議
会
任
期
固
定
法
（
後
述
）
の
真
の
狙
い
に

関
し
て
も
、
上
述
し
た
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
政
策
的
立
場
や
党
内
基
盤
の
弱
さ
と
い
う
現
実
的
側
面
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

⑵　

自
民
党
の
変
容
と
ク
レ
ッ
グ
（
前
）
党
首
の
位
置
づ
け

　

イ
ギ
リ
ス
自
民
党
の
基
本
的
立
場
は
、
一
般
に
「
社
会
的
自
由
主
義
（
大
き
な
政
府
志
向
）・
社
会
リ
ベ
ラ
ル
・
親
欧
州
（
Ｅ
Ｕ
）」
と
さ
れ
、

換
言
す
れ
ば
「
中
道
左
派
」
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
で
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
ん
だ
ク
レ
ッ

グ
自
民
党
（
当
時
）
の
基
本
的
性
格
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
政
治
学
者
モ
ラ
ン
（M

ichael M
oran

）
に
よ
る
と
、
元
来
個
人
主
義
的
か
つ
地
方
分
権
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
伝

統
を
有
す
る
自
由
党
と
、
労
働
党
の
左
傾
化
に
伴
う
万
年
野
党
状
況
に
不
満
を
も
っ
た
労
働
党
右
派
議
員
の
一
部
（
社
会
民
主
党
）
と
が
、

一
九
八
七
年
総
選
挙
後
（
一
九
八
八
年
）
に
合
同
し
誕
生
し
た
の
が
今
日
の
自
民
党
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
自
民
党
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
は
、

経
済
運
営
や
社
会
改
革
と
い
う
大
義
の
下
で
は
「
大
き
な
政
府
」
を
支
持
す
る
も
の
の
、
中
央
集
権
化
さ
れ
た
諸
制
度
に
つ
い
て
は
こ
れ

を
疑
問
視
す
る
と
い
う
複
雑
な
特
質
が
見
ら
れ
る

（
８
）と

さ
れ
る
。
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そ
う
し
た
意
味
で
自
民
党
は
、
二
大
政
党
に
対
す
る
不
満
の
「
受
け
皿
」
的
役
割
を
担
い
や
す
い
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
党
内
論
争

を
引
き
起
こ
し
や
す
い
性
質
も
帯
び
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
小
規
模
な
が
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
矛
盾
し
や
す
い
性
質
を
も
つ
自
民
党
の
構
造
的
変
容
は
、
一
三
年
に
及
ん
だ
ニ
ュ
ー

レ
ー
バ
ー
政
権
期
（
一
九
九
七
～
二
〇
一
〇
年
）
に
顕
著
と
な
っ
た
。
そ
の
変
容
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
以
下
の
二
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
に
、
自
民
党
内
で
、「
地
方
党
員
・
党
活
動
家
」
と
「
党
下
院
議
員
（
院
内
自
民
党
）」
と
の
主
導
権
争
い
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
そ
の
結
果
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
党
内
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
が
徐
々
に
進
み
、
党
の
あ
り
方
に
関
し
て
も
党
下
院
議
員
、
と
り
わ
け

党
首
が
次
第
に
党
内
で
影
響
を
及
ぼ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
可
能
性
を
先
ず
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

院
内
政
党
か
ら
院
外
に
組
織
化
し
て
い
っ
た
保
守
党
と
は
異
な
り
、
自
由
党
と
社
会
民
主
党
と
の
合
同
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
自
民
党
は
、

い
わ
ば
「
連
邦
的
党
内
構
造
」（the federal party

）
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
政
党
を
研
究
し
て
い
る
ド
ラ
イ
ヴ
ァ
ー（Stephen 

D
river

）
に
よ
れ
ば
、
党
内
構
造
上
、
こ
れ
ま
で
院
内
自
民
党
は
明
確
で
フ
ォ
ー
マ
ル
な
役
割
を
一
切
も
た
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

（
９
）。

党
内

構
造
全
体
か
ら
す
れ
ば
、
院
内
自
民
党
も
圧
倒
的
優
位
な
存
在
で
は
な
く
、
基
本
的
に
は
党
全
体
の
単
な
る
一
構
成
要
素
に
過
ぎ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
約
六
万
人
（
二
〇
〇
八
年
）
と
さ
れ
て
い
る
党
員
た
ち
の
ほ
う
が
、
党
務
や
党
内
意
思
決
定
に
お
い
て
は
圧

倒
的
存
在
感
を
示
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
党
内
民
主
主
義
と
い
う
点
で
は
他
党
の
追
随
を
許
さ
な
い
自
民
党
の
内
部
で
主
導
権
争
い
が
生
じ
た
場
合
、
上
記
の
理

由
に
よ
り
、
今
ま
で
は
地
方
党
員
や
党
活
動
家
た
ち
「
草
の
根
」
の
ほ
う
が
大
き
な
影
響
力
を
行
使
し
や
す
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
が
一
九
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
不
満
の
「
受
け
皿
」
的
役
割
の
必
要
性
や
「
価
値
観
の
多
様
化
」
な
ど
の
理
由
か
ら
地
方
選
挙

や
総
選
挙
で
も
自
民
党
の
当
選
者
が
多
く
な
り
、
必
然
的
に
自
民
党
所
属
の
（
下
院
・
地
方
議
会
・
欧
州
議
会
）
議
員
数
も
増
加
し
て
い
っ
た
。



一
九
〇

同
時
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
政
党
公
的
助
成
や
私
的
支
援
金
も
そ
れ
な
り
に
拡
大
し
た
結
果
、
選
挙
運
動
を
「
草
の
根
」
に
依
存
し
て

き
た
自
民
党
で
さ
え
、
従
来
以
上
に
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
党
選
挙
マ
シ
ー
ン
」
の
構
築
が
可
能
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
党
外
か
ら
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
を
招
き
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
一
任
し
た
こ
と
で
、「
草
の
根
」
主
体
の
伝
統
的

な
選
挙
運
動
ま
で
ビ
ジ
ネ
ス
的
性
格
の
運
動
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

　

こ
う
し
て
選
挙
戦
術
や
党
組
織
が
従
来
以
上
に
専
門
職
化
し
た
こ
と
も
手
伝
っ
て
、
自
民
党
で
は
地
方
党
員
・
党
活
動
家
へ
の
依
存
度

が
ま
す
ま
す
低
下
し
た
。
そ
の
結
果
、
前
述
し
た
自
民
党
内
権
力
関
係
の
逆
転
現
象
、
即
ち
「
院
内
自
民
党
の
強
大
化
」
＝
「
地
方
党
員
・

党
活
動
家
の
相
対
的
弱
体
化
」
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
党
内
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
も
、
必
然
的
に
従
来
の
「
党
員
・

党
大
会
中
心
型
」
か
ら
「
党
首
・
党
下
院
議
員
に
よ
る
ト
ッ
プ
・
ダ
ウ
ン
型
」
に
変
容
し
て
い
っ
た）

（1
（

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
つ
け
加
え
る
と
、
党
員
に
も
国
民
に
も
人
気
の
あ
っ
た
ケ
ネ
デ
ィ
（Charles K

ennedy

）
党
首
や
ベ
テ
ラ
ン
の
キ
ャ
ン
ベ
ル

（M
enzies Cam

pbell

）
党
首
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
七
年
に
か
け
て
、
い
ず
れ
も
院
内
自
民
党
の
〝
ク
ー
デ
タ
〟
で
党
首
辞
任
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ク
レ
ッ
グ
党
首
登
場
の
き
っ
か
け
が
つ
く
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
事
実
も
、
自
民
党
内
の
パ
ワ
ー
シ
フ
ト

を
如
実
に
表
す
出
来
事）

（（
（

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
に
、
前
述
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
党
首
時
代
（
一
九
九
九
～
二
〇
〇
六
年
）
か
ら
ク
レ
ッ
グ
党
首
選
出
（
二
〇
〇
七
年
）
に
至
る
時
期
、
自
民

党
の
政
策
的
立
場
の
一
部
が
多
少
「
右
傾
化
」
し
た
。
換
言
す
れ
ば
従
来
型
の
「（
中
央
集
権
的
な
）
社
会
的
自
由
主
義
」
だ
け
で
な
く
、

「（
市
場
経
済
・
小
さ
な
政
府
志
向
の
）
経
済
的
自
由
主
義
」
も
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

　

全
体
的
に
自
民
党
の
「
労
働
党
離
れ
」
が
進
行
し
て
い
た
ケ
ネ
デ
ィ
党
首
時
代
の
二
〇
〇
四
年
、
自
民
党
右
派
議
員
を
中
心
に
『
オ
レ

ン
ジ
ブ
ッ
ク　
　

自
由
主
義
の
再
主
張
』（T

he O
range Book: R

eclaim
ing Liberalism

）
と
い
う
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
旧
・
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自
由
党
の
伝
統
的
理
念
の
一
つ
で
あ
る
経
済
的
自
由
主
義
の
立
場
を
政
策
分
野
別
に
再
主
張
し
た
も
の
で
、
言
い
換
え
れ
ば
、
自
民
党
内

自
由
主
義
の
も
う
一
方
の
伝
統
で
あ
る
「
社
会
的
自
由
主
義
」
を
批
判
す
る
内
容
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
書
に
お
い
て
再
表
明
さ

れ
た
経
済
的
自
由
主
義
は
、「
オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」（O

range Book Liberalism

）
と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
因
み
に

そ
の
寄
稿
者
に
は
ク
レ
ッ
グ
の
ほ
か
、
保
守
党
と
の
連
立
交
渉
を
担
当
し
た
ロ
ー
ズ
（D

avid Law
s

）、
二
〇
〇
七
年
に
ク
レ
ッ
グ
と
党

首
の
座
を
争
っ
て
敗
れ
た
ヒ
ュ
ー
ン
（Chris H

uhne

）、
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
に
閣
僚
と
し
て
入
閣
し
た
ケ
ー
ブ
ル
（V

ince 

Cable

）
な
ど
、
党
内
大
物
議
員
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

党
内
の
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
党
首
時
代
の
二
〇
〇
七
年
に
は
「
社
会
的
自
由
主
義
」
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
、
党
内

左
派
議
員
を
中
心
に
『
国
家
を
徹
底
的
に
つ
く
り
な
お
す　
　

二
一
世
紀
の
社
会
的
自
由
主
義
』（R

einventing the State: Social Liber-

alism
 for the 21st Century

）
と
題
す
る
論
文
集
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ク
レ
ッ
グ
や
ヒ
ュ
ー
ン
は
こ
ち
ら
に
も
寄
稿
し
て
い
る
が
、
こ

う
し
た
論
文
集
の
相
次
ぐ
刊
行
は
、
自
民
党
内
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
政
策
面
に
関
す
る
主
導
権
争
い
の
一
環
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。
既
述
の
よ
う
に
『
オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
』
の
内
容
は
、「
大
き
な
政
府
」
型
・「
増
税
プ
ラ
ス
支
出
」
的
解
決
か
ら
の
脱
却
、
そ
し
て

特
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
面
で
の
供
給
者
利
益
維
持
か
ら
の
脱
却
を
唱
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
の
経
済
的
自
由

主
義
は
、（
地
方
）
公
共
部
門
労
働
者
が
比
較
的
多
い
自
民
党
活
動
家
側
の
反
発
も
受
け
て
い
た）

（1
（

。

　

社
会
的
自
由
主
義
の
立
場
を
ク
レ
ッ
グ
が
完
全
に
否
定
し
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
的
自
由
主
義
が
自
民
党
を
席

巻
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
主
張
し
た
ら
多
少
誤
解
を
招
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
ク
レ
ッ
グ
の
党
首
就
任
、
そ
し
て
彼
が
キ
ャ
メ
ロ
ン

保
守
党
と
連
立
を
組
む
決
断
を
し
た
こ
と
は
、
社
会
的
自
由
主
義
よ
り
も　
　

保
守
党
的
立
場
に
近
い　
　

経
済
的
自
由
主
義
を
重
視
し

て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
出
来
事
と
理
解
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
因
み
に
自
民
党
歴
代
党
首
の
な
か
で
も
ク
レ
ッ
グ
は
、
保
守
党
と
も



一
九
二

労
働
党
と
も
「
均
等
に
距
離
を
置
き
」、「
自
民
党
に
と
っ
て
ベ
ス
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
思
え
る
党
と
手
を
組
む
」
こ
と
を
可
能
に
し
た
初

め
て
の
党
首
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
自
民
党
が
構
造
的
に
変
容
し
、
そ
の
延
長
線
上
に
新
党
首
ク
レ
ッ
グ
が
登
場
し
た
か
ら
こ
そ
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と

の
連
立
が
可
能
に
な
っ
た
と
言
っ
て
も
決
し
て
誇
張
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
同
様
ク
レ
ッ
グ
の
自
民
党
内
基
盤
も
決

し
て
強
固
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
行
わ
れ
た
自
民
党
党
首
選
挙
結
果）

（1
（

を
見
る
と
、
当
選
し
た
ク
レ
ッ
グ
と
対
立
候
補

ヒ
ュ
ー
ン
と
の
得
票
率
差
は
一
％
程
度
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

⑶　

ま
と
め

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
も
ク
レ
ッ
グ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
院
内
政
党
内
の
基
盤
は
必
ず
し
も
安
泰
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

保
守
党
は
従
来
ど
お
り
院
内
政
党
中
心
で
あ
り
続
け
た
が
、
自
民
党
は
注
目
を
集
め
る
〝
第
三
極
〟
と
し
て
近
年
支
持
率
が
上
昇
し
、

同
党
議
員
の
人
数
も
増
加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
党
内
構
造
に
お
け
る
院
内
政
党
の
相
対
的
地
位
上
昇
」
を
経
験
し
て
い
た
。
ま
た
、

と
り
わ
け
自
民
党
で
は
既
述
の
よ
う
な
党
内
パ
ワ
ー
シ
フ
ト
が
生
じ
た
結
果
、
そ
れ
な
り
に
「
選
挙
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
政
党
」
化
し

て
い
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
両
党
と
も　
　

と
り
わ
け
自
民
党
は　
　

「
院
内
政
党
」
主
導
型
に
な
っ
て
い
た
と

同
時
に
、「
党
首
」
の
存
在
と
役
割
が
不
可
欠
な
政
党
へ
と
変
容
し
て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
特
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
と
彼
に
近
い
議
員
た
ち
は
、
党
内
少
数
派
ゆ
え
、
院
内
保
守
党
の
な
か
で
埋
没
し
た
り
孤
立
し

た
り
す
る
の
を
避
け
る
た
め
に
も
、
何
ら
か
の
戦
略
が
必
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
な
か
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
が
行
わ
れ
、
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ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
が
出
現
し
た
。
各
党
の
獲
得
議
席
数
や
議
席
の
増
減
に
基
づ
く
「
院
内
算
術
」
の
結
果
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
ク
レ
ッ

グ
自
民
党
と
の
連
立
を
選
択
し
た
が
、
以
上
の
点
な
ど
か
ら
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
と
の
連
立
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
と
っ
て
、
い
わ
ば
「
渡
り

に
舟
」
だ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

同
時
に
、
自
民
党
の
党
是
で
あ
る
選
挙
制
度
改
革
を
何
ら
か
の
形
で
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
そ
し
て
何
よ
り
、
前
述
し
た
党
内
権
力

バ
ラ
ン
ス
や
政
策
的
立
場
の
変
容
（
経
済
的
自
由
主
義
の
重
視
）
か
ら
す
れ
ば
、
ク
レ
ッ
グ
「
党
首
」
に
と
っ
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
の

連
立
は
、
決
し
て
「
不
自
然
な
シ
ナ
リ
オ
」
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅲ
．
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
に
対
す
る
連
立
効
果

　

本
章
は
、
二
〇
一
〇
年
議
会
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
に
対
す
る
「
連
立
」
効
果
に
つ
い
て
、
⑴
い
わ
ゆ
る
「
連
立
」
そ
の
も
の
が
及
ぼ

し
た
効
果
、
⑵
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
「
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
」
が
及
ぼ
し
た
効
果
の
二
つ
に
分
け
て
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
既
述
の
よ
う

に
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
三
年
に
か
け
て
生
じ
た
代
表
的
な
事
象
を
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
。
二
〇
一
六
年
現
在
、
連
立
政
権
五
年
間
の

出
来
事
を
全
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
時
間
的
に
不
可
能
で
あ
る
し
、
ま
た
連
立
政
権
前
半
期
の
動
向
を
見
れ
ば
、
そ
れ
以
後
の
〝
流

れ
〟
も
あ
る
程
度
把
握
で
き
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

⑴　

い
わ
ゆ
る
「
連
立
」
そ
の
も
の
が
及
ぼ
し
た
効
果

　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
は
、
戦
前
の
イ
ギ
リ
ス
で
見
ら
れ
た
戦
時
連
立
内
閣
（
一
九
一
五
～
一
九
二
二
年
、
一
九
四
〇
～
一
九
四
五
年
）
や

挙
国
一
致
内
閣
（
一
九
三
一
～
一
九
四
〇
年
）
と
は
異
な
り
、「
国
難
」
を
乗
り
切
る
た
め
、
あ
る
い
は
「
国
王
」
の
助
言
や
介
入
に
よ
っ



一
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四

て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
と
い
う
平
時
の
総
選
挙
結
果
を
受
け
て
、
下
院
の
政
党
勢
力
（
各
党

の
獲
得
議
席
数
と
そ
の
差
）
を
反
映　
　

議
席
を
増
や
し
た
比
較
第
一
党
（
最
大
政
党
）
保
守
党
に
連
立
交
渉
最
優
先
権
が
与
え
ら
れ
た　
　

し
、

二
党
間
交
渉
・
合
意
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
政
権
で
あ
る
。

　

キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、「
部
分
連
合
」
や
「
閣
外
協
力
」
を
ベ
ー
ス
と
し
た
従
来
的
な
「
少
数
単
独
政
権
」
の
形
成
を
拒
絶
し
て
、
既
述
の

よ
う
に
〝
変
容
し
て
い
た
〟
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
と
の
「
連
立
」
を
選
択
・
決
断
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
両
党
首
の
速
や
か
な
合
意
を
通

じ
て
、
下
院
の
任
期
が
終
了
す
る
ま
で
五
年
間
解
散
・
総
選
挙
は
行
わ
な
い
と
す
る　
　

議
院
内
閣
制
で
は
あ
る
意
味
〝
レ
ア
〟
と
も
言

え
る　
　

い
わ
ゆ
る
「
議
会
任
期
固
定
法
」（the Fixed-term

 Parliam
ents A

ct

）
制
定
ま
で
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
先
ず
、
両
党
の
連
立
交
渉
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
象
徴
的
成
果
物
で
あ
る
「
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
」
に
着
目
す
る
こ
と
に
し

た
い
。
次
に
、
こ
の
「
連
立
」
効
果
の
最
た
る
も
の
と
言
っ
て
も
よ
い
「
二
〇
一
一
年
議
会
任
期
固
定
法
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　

⒜　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
（
Ｐ
ｆ
Ｇ
）

　

保
守
・
自
民
両
党
の
間
で
二
〇
一
〇
年
に
取
り
交
わ
さ
れ
た
連
立
合
意
・
協
定
は
、
周
知
の
よ
う
に
二
種
類
あ
る
。「
中
間
協
定
書
」（the 

Interim
 Coalition A

greem
ent

）
な
ら
び
に
「
連
立
政
権
綱
領
」（the Program

m
e for Governm

ent, PfG

）
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
稿
で
二

〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
と
言
う
場
合
、
基
本
的
に
は
最
終
合
意
文
書
に
該
当
す
る
後
者
のPfG

を
指
す
も
の
と
す
る
。

　

ヤ
ン
グ
（Ben Y

ong

）
に
よ
る
と
、
研
究
上
の
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
両
党
の
議
員
た
ち
は
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領

を　
　

諦
め
に
似
た
、
し
か
も
気
乗
り
し
な
い
様
子
で
は
あ
っ
た
が　
　

『
バ
イ
ブ
ル
』
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
何

か
問
題
が
生
じ
た
場
合
、
重
要
な
判
断
基
準
と
し
て
大
臣
た
ち
が
常
に
同
綱
領
に
立
ち
返
っ
て
い
た
こ
と
を
、
一
般
議
員
の
証
言
な
ど
か

ら
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
上
院
に
お
け
る
同
綱
領
の
扱
い
は
多
少
曖
昧
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
与
党
内
で
造
反
し
た
経
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一
九
五

験
を
も
つ
議
員
た
ち
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
造
反
で
は
な
く
「
む
し
ろ
本
来
の
党
公
約
を
守
っ
た
の
だ）

（1
（

」
と
答
え
て
い
る
。

　

即
断
は
禁
物
で
あ
る
が
、
ヤ
ン
グ
の
調
査
結
果
を
通
じ
て
以
下
の
点
が
明
ら
か
と
な
る
。
❶
両
党
の
連
立
が
基
本
的
に
党
首
・
幹
部
議

員
主
導
に
よ
る
「
上
か
ら
」
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
❷
逆
に
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
に
対
す
る
両
党
一
般
議
員
の
反
応
は
概
し
て
「
消

極
的
」
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
、
そ
し
て
、
❸
こ
の
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
の
存
在
を
通
じ
て
保
守
・
自
民
両
党
の
緊
張
関
係

が
や
や
薄
れ
、
両
党
に
〝
妥
協
〟
し
や
す
い
雰
囲
気
が
生
ま
れ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
〝
休
戦
〟
に
似
た
状
態
が
醸
し
出
さ
れ
て
い
た
こ

と
、
な
ど
で
あ
る
。

　

し
か
し
他
方
で
ヤ
ン
グ
は
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
の
問
題
点
と
し
て
、
そ
れ
を
拡
大
解
釈
す
べ
き
か
狭
く
解
釈
す
べ
き
か
と
い
っ

た
「
解
釈
と
実
行
」
に
関
す
る
議
論
、
さ
ら
に
は
、
同
綱
領
で
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
分
野
を
扱
う
場
合
ど
う
す
る
の
か
と
い
っ
た
議
論
が

両
党
に
存
在
し
た
こ
と
な
ど
も
指
摘
し
て
い
る
。
ヤ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
同
綱
領
の
公
約
が
両
党
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
由
来
す
る
場
合
は
こ
れ
を
狭
く
解
釈
す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
後
者
に
関
し
て
は
、
両
党
と
も
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス

と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
こ
れ
に
対
処
し
た
が
、
同
綱
領
に
記
さ
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ
に
関
与
し
た
が
る
議
員
は
少
な
い
と
い
う
感
覚
が
普
通

だ
っ
た）

（1
（

と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
で
も
あ
る
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
は
、
い
わ
ば
総
選
挙
後
に
作
成
さ
れ
公
表
さ
れ

た
内
容
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
異
例
の
存
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
ヤ
ン
グ
の
指
摘
や
以
後
五

年
間
の
経
緯
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
同
綱
領
に
は
、
と
り
わ
け
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
と
そ
れ
に
近
い
幹
部
議
員
が
党
内
不
満
分
子
（
基
本
的

に
は
、
党
内
右
派
や
、
期
待
し
て
い
た
大
臣
ポ
ス
ト
を
連
立
の
せ
い
で
自
民
党
議
員
に
奪
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
一
般
議
員
た
ち
）
を
抑
制
す
る
手
段

と
し
て
の
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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そ
う
し
た
意
味
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
異
例
の
存
在
だ
が
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
は
、
保
守
・
自
民
両
党
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
み
な
ら
ず
、
保
守
党
内　
　

党
首
・
幹
部
議
員
と
一
般
議
員
と
の　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
欠
か
せ
な
い
「
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
的
役
割
を
担
っ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
キ
ャ
メ
ロ
ン
た
ち
党
内
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
議
員
か
ら
す
れ
ば
、「
党
外
」
か
ら
と
い
う
よ
り

　
　

本
稿
Ⅱ
の
分
析
結
果
か
ら
す
れ
ば　
　

「
党
内
」
か
ら
の
攻
撃
に
対
す
る
一
種
の
「
防
御
壁
」
と
し
て
の
効
果
が
あ
っ
た
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
。

　

⒝　

二
〇
一
一
年
議
会
任
期
固
定
法

　
「
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
」
に
、
上
述
し
た
役
割
・
効
果
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、「
連
立
」
効
果
の
最
た
る
も
の
で
、
ま
た
そ

の
象
徴
的
か
つ
代
表
的
な
存
在
と
も
言
う
べ
き
法
律
「
二
〇
一
一
年
議
会
任
期
固
定
法　
　

以
下
、
固
定
法
」
も
ま
た
、
同
様
の
効
果
を

も
た
ら
す
た
め
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
同
法
は
、「
内
閣
（
首
相
）
の
解
散
権
を
奪
う
」
と
い
う
よ
り
「
下
院
議
員
の
任
期
を
任
期
満
了
の
五
年
に
固
定
す
る
」

内
容
と
見
て
よ
い）

（1
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
下
で
こ
の
法
案
が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
少
な
く
と

も
向
こ
う
五
年
間
は
解
散
・
総
選
挙
を
実
施
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
自
民
党
の
ク
レ
ッ
グ
は
と
も
か
く
首
相
キ
ャ
メ
ロ
ン
ま
で
も
が
、

な
ぜ
〝
自
ら
の
首
を
絞
め
る
〟
法
律
の
制
定
に
賛
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
先
ず
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
側
の
事
情
か
ら

解
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

繰
り
返
す
よ
う
だ
が
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙
は
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
た
。
一
九
七
四
年
二
月
総
選
挙
結
果

（
戦
後
初
の
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
出
現
）
に
伴
い
労
働
党
政
権
が
同
年
一
〇
月
に
（
再
）
総
選
挙
を
実
施
し
た
例
も
あ
る
よ
う
に
、「
連
立
政

権
」
よ
り
も
（
選
挙
管
理
内
閣
的
な
）「
少
数
単
独
政
権
」
の
形
成
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
速
や
か
な
再
総
選
挙
実
施
を
通
じ
て
の
単
独
過
半
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数
議
席
確
保
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
の
ほ
う
が
、
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
自
民
党
側
か
ら
見
れ
ば
、
党
内
右
派

が
多
数
を
占
め
る
保
守
党
一
般
議
員
の
声
に
押
さ
れ
、（
比
較
第
一
党
の
）
キ
ャ
メ
ロ
ン
が　
　

実
際
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
こ
れ
を
拒
絶
し
た
が

　
　

少
数
単
独
政
権
を
形
成
し
、
解
散
・
再
総
選
挙
を
行
う
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
得
た
。
そ
し
て
自
民
党
は
そ
の
シ
ナ
リ
オ
を
最
も

恐
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

　

自
民
党
は
な
ぜ
速
や
か
な
再
総
選
挙
実
施
を
恐
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
簡
単
に
言
え
ば
、
再
総
選
挙
を
即
座
に
戦
え
る
資
金
的
余

裕
が
自
民
党
に
は
全
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る）

（1
（

。
自
民
党
は
結
党
以
来
初
の
（
連
立
）
政
権
入
り
を
果
た
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
野
党
に

の
み
支
給
さ
れ
る
政
府
助
成
金
（
例
え
ばshort m

oney 

な
ど
）
を
制
度
上
自
民
党
は
受
け
取
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
前
述
の
ヤ
ン
グ

に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
政
府
助
成
金
か
ら
得
ら
れ
る
資
金
は
大
凡
二
〇
〇
万
ポ
ン
ド
で
あ
り
、
自
民
党
収
入
源
の
実
に
三
分
の
一
を
占
め

て
い
た
と
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
自
民
党
は
こ
う
し
た
点
を
保
守
党
と
十
分
協
議
し
な
い
ま
ま
連
立
入
り
に
合
意
し
た
可
能
性
が
否
定
で

き
な
い）

（1
（

、
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
自
民
党
が
保
守
党
と
の
連
立
に
合
意
し
た
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
保
守
党
で
あ
れ
労
働
党
で
あ
れ
「
少
数
単
独
政
権
」

に
よ
る
早
期
解
散
・
再
総
選
挙
実
施
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
固
定
法
成
立
に
自

民
党
側
が
賛
成
し
た
主
な
理
由
は
、
同
党
の
比
較
的
苦
し
い
「
台
所
事
情
」
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
側
の
事
情
は
一
体
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
民
党
と
異
な
り
、
保
守
党
の
場
合
個
人
献
金
収
入
が
比

較
的
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
野
党
期
限
定
で
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
各
種
助
成
金
に
依
存
せ
ず
と
も
、
自
民
党
ほ
ど
深
刻
な
財
源
不
足
に
は
な
ら

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
守
党
側
か
ら
す
れ
ば
、
党
の
「
台
所
事
情
」
は
大
き
な
理
由
に
な
ら
な
い
と
も
言
え
る
。
保
守

党
側
の
真
の
事
情
は
、
本
稿
の
Ⅱ
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
お
よ
び
彼
に
近
い
党
内
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
議
員
た
ち
の
党
内
基
盤
の



一
九
八

相
対
的
弱
さ
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

固
定
法
の
内
容
や
制
定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
河
島
太
朗
「
イ
ギ
リ
ス
の
二
〇
一
一
年
議
会
任
期
固
定
法
」（
国
立
国
会
図
書
館
調
査
及

び
立
法
考
査
局　

外
国
の
立
法
二
五
四
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
）
で
詳
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
総
選
挙

に
向
け
て
公
表
さ
れ
た
主
要
三
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
な
か
で
、「
議
会
任
期
の
固
定
」
を
公
約
と
し
て
掲
げ
て
い
な
か
っ
た
の
は
保
守
党

だ
け
だ
っ
た）

（1
（

と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
連
立
」
を
組
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
保
守
党
は
極
め
て
異
例
な
議
会
任
期
固
定
化
に
踏

み
切
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
固
定
法
の
内
容
は
、
当
初
保
守
党
か
ら
す
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
的
国
家
構
造
に
余
計
な
〝
メ
ス
〟
を
入
れ
る
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
守
党
側
で
も
最
終
的
に
は
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
中
心
と
な
っ
て
固
定
法
制
定
に
同
意

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
側
か
ら
見
て
も
、
同
法
に
は
「
何
ら
か
の
利
用
価
値
」
も
し
く
は
「
利
点
」
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
察
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

明
確
な
証
拠
が
な
い
の
で
断
定
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
既
に
考
察
さ
れ
た
よ
う
に
、
現
行
保
守
党
党
首
選
挙
規
定　
　

註
（
６
）

を
参
照　
　

に
見
ら
れ
る
「
党
首
の
位
置
づ
け
の
不
安
定
さ
」
や
「
キ
ャ
メ
ロ
ン
た
ち
党
内
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
議
員
の
党
内
基
盤
の
弱
さ
」

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
議
会
任
期
の
固
定
を
公
約
し
て
い
た
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
と
の
連
立
が
避
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
以
上
、
自
己
の
党
内

基
盤
強
化
と
政
権
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
側
も
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
野
党
党
首
は

も
ち
ろ
ん
少
数
単
独
政
権
の
首
相
と
し
て
不
安
定
な
日
々
を
過
ご
す
よ
り
、
自
民
党
の
協
力
を
得
て
連
立
政
権
の
首
相
（
与
党
党
首
）
を

五
年
間
務
め
た
ほ
う
が
、
党
内
右
派
議
員
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
不
満
」
も
回
避
し
や
す
い
。
そ
の
結
果
、
任
期
満
了
ま
で
政
策
上
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
握
れ
る）

11
（

可
能
性
も
高
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。



二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
（
渡
辺
）

一
九
九

　

ま
た
、
議
会
の
解
散
権
を
失
っ
て
も
（
連
立
）
与
党
で
い
る
限
り
、
人
気
と
支
持
率
の
高
さ
を
武
器
に
選
挙
で
保
守
党
連
続
勝
利
を
保

証
で
き
れ
ば
、
野
党
時
代
の
ダ
ン
カ
ン
ス
ミ
ス
（Iain D

uncan Sm
ith

）
元
党
首
（
党
首
在
任
期
間
：
二
〇
〇
一
～
二
〇
〇
三
年
）
の
よ
う
に

任
期
途
中
で
院
内
保
守
党
に
よ
っ
て
党
首
の
座
か
ら
引
き
ず
り
下
ろ
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
な
る
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
キ
ャ
メ
ロ
ン
は

五
年
間
首
相
（
即
ち
保
守
党
党
首
）
で
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
は
、
現
時
点
で
は
状
況
証
拠
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
「
仮
説
」
で
あ
り
、「
推
察
」
に
過
ぎ
な
い
。
今
後
こ
の
点
に
つ
い
て

の
裏
づ
け
作
業
や
実
証
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
そ
の
「
台
所
事
情
」
と
い
う
よ
り
「
党
首
選
挙
規
定
の
内
容
」

や
「
党
内
基
盤
の
脆
弱
さ
」
ゆ
え
、
相
対
的
多
数
派
を
構
成
し
て
い
る
党
内
反
対
派
の
封
じ
込
め
策
と
し
て
固
定
法
を
受
け
入
れ
た
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
う
な
る
と
「
連
立
」
そ
の
も
の
は
、
保
守
「
党
」
と
い
う
よ
り
キ
ャ
メ
ロ
ン
「
党
首
」
に
と
っ
て
比
較
的
好
都

合
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

⑵　

連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
「
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
」
が
及
ぼ
し
た
効
果

　

今
度
は
「
連
立
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
連
立
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
ま
た
連
立
シ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
保
守
党
か
ら

見
れ
ば
相
対
的
弱
者
で
も
あ
る
「
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
」
が
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
組
閣
人
事
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
ど
に
及
ぼ
し
た
効
果
に
つ
い
て

検
討
し
て
み
よ
う
。

　

連
立
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
は
、
そ
の
規
模
や
統
治
経
験
か
ら
す
れ
ば
保
守
党
よ
り
も　
　

文
字
ど
お
り　
　

「
ジ
ュ
ニ
ア
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
規
模
か
ら
す
れ
ば
〝
身
分
不
相
応
な
ほ
ど
〟
大
臣
ポ
ス
ト
を
得
て
い
た
。
ま
た
、

ク
イ
ン
（T

hom
as Q

uinn

）
ら
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
分
析
に
よ
る
と
、
そ
の
内
容
は
保
守
党
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト



二
〇
〇

よ
り
自
民
党
の
そ
れ
に
近
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る）

1（
（

。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
少
な
く
と
も
初
期
に
お
い

て
は
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
も
そ
れ
な
り
に
「
相
対
的
弱
者
効
果
」（relative w
eakness effect

）
を
発
揮
し
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
う

し
た
流
れ
が
変
わ
っ
て
行
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
一
つ
の
出
来
事
が
、
二
〇
一
一
年
に
実
施
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｖ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
と
、

そ
れ
を
め
ぐ
る
自
民
党
（
Ｙ
ｅ
ｓ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
側
の
敗
北）

11
（

だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
に
お
い
て
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
は
保
守
党
に
い
か
な
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

連
立
政
権
内
の
力
関
係
を
知
る
う
え
で
は
、
通
例
、
人
事
と
政
策
が
二
大
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
そ
こ
で
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
る
た
め
、
キ
ャ

メ
ロ
ン
保
守
党
に
対
す
る
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
の
効
果
を
、
概
括
的
に
「
組
閣
人
事
」
な
ら
び
に
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
二
つ
の
側
面
に
限

定
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

⒜　

組
閣
人
事
の
側
面

　

一
般
に
連
立
政
権
内
の
閣
僚
人
選
は
院
内
政
党
勢
力
に
ほ
ぼ
比
例
す
る
と
見
て
よ
い
。
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
も
同
様
で
、
自
民
党
が

獲
得
し
た
大
臣
ポ
ス
ト
は
全
体
の
二
二
・
七
％
、
閣
僚
ポ
ス
ト
は
五
人
に
し
か
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
組
閣
人
事

に
お
い
て
、
自
民
党
は
「
量
」
よ
り
「
質
」
を
重
視
し
た
。
そ
う
し
た
う
え
で
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
が
き
ち
ん
と
遂
行
さ
れ
る
よ

う
、
い
わ
ば
そ
の
「
番
犬
」
と
し
て
の
役
割
を
最
優
先
し
た）

11
（

と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
に
お
け
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
組
閣
人
事
や
初
期
の
内
閣
改
造
を
詳
し
く
分
析
し
た
ヘ
ッ
ペ
ル
に
よ
れ
ば
、
首

相
（
与
党
党
首
）
の
も
つ
排
他
的
権
力
資
源
の
一
つ
「
官
職
任
免
権
」
を
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
抜
け
目
な
く
活
用
し
、
大
臣
職
の
割
り
当
て
な

ど
を
通
じ
て
自
民
党
を
最
大
限
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
。
し
か
し
他
方
で
「
自
民
党
と
の
連
立
」
と
い
う
制
約
も
あ
っ
た
が
ゆ
え
、
例
え
ば

本
人
の
希
望
よ
り
も
下
位
の
大
臣
職
に
任
命
さ
れ
て
し
ま
っ
た
保
守
党
議
員
、
野
党
時
代
は
「
影
の
大
臣
」
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
連



二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
（
渡
辺
）

二
〇
一

立
の
せ
い
で
大
臣
に
就
任
で
き
な
か
っ
た
保
守
党
議
員
、
そ
し
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
よ
る
内
閣
改
造
の
回
数
が
相
対
的
に
少
な
か
っ
た
せ
い

で
自
分
の
出
世
が
遅
く
な
っ
た
二
〇
一
〇
年
初
当
選
の
保
守
党
議
員
、
こ
れ
ら
三
つ
の
院
内
保
守
党
グ
ル
ー
プ
の
不
満
を
高
め
る
結
果
に

な
っ
て
し
ま
っ
た）

11
（

と
い
う
。

　

ま
た
、
組
閣
の
際
、
大
臣
と
し
て
の
適
格
性
は
も
と
よ
り
、「
選
出
地
域
」「
男
女
」「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」
あ
る
い
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

な
ど
、
多
様
な
側
面
で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
首
相
は
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら
に
関
し
て
興
味
深
い
指
摘
が

あ
る
。
即
ち
「
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
大
臣
任
命
に
関
す
る
研
究
書
に
は
、
連
立
に
よ
っ
て
生
じ
た
効
果
に
関
す
る
記
述
が
一
切
な
い
」
し
、「
そ

れ
ゆ
え
、
保
守
党
や
連
立
に
関
す
る
学
問
的
な
研
究
成
果
の
な
か
で
も
、
大
臣
選
定
問
題
が
研
究
上
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
は
本
当
に
少

な
い）

11
（

」
と
い
う
指
摘
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

連
立
政
権
を
戦
後
一
切
経
験
し
て
こ
な
か
っ
た
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
ヘ
ッ

ペ
ル
は
、
二
〇
一
〇
～
二
〇
一
二
年
に
か
け
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
行
っ
た
〈
大
臣
職
配
分
比
率
／
誰
に
ど
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
を
割
り
当
て
た

か
／
内
閣
改
造
〉
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
検
討
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
先
ず
保
守
党
内
人
事
は
伝
統
的
な
大
臣
選
出
基
準
に
反
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
、
自
分
に
近
い
議
員
た
ち
を
主
要
閣
僚
人
事
に　
　

例
え
ば
盟
友
で
副
官
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
（George O

sborne

）
を
財
務

相
に
、
ゴ
ー
ブ
（M

ichael Gove

）
を
教
育
相
に
任
命
す
る
な
ど　
　

反
映
さ
せ
つ
つ
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
近
い
ヘ
イ
グ
（W

illiam
 H

ague

）

元
党
首
や
フ
ォ
ッ
ク
ス
（Liam

 Fox

）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
外
相
、
国
防
相
に
任
命
す
る
な
ど
、
特
に
大
物
幹
部
議
員
を
中
心
に
、
党
内
右
派

に
も
そ
れ
な
り
に
配
慮
し
て
い
た
こ
と）

11
（

な
ど
が
ヘ
ッ
ペ
ル
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
（
自
民
党
議
員
と
の
関
係
も
含
め
た
）
連
立
政
権
内
で
の
大
臣
職
配
分
比
率
や
、
誰
に
ど
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
を
割
り
当
て
た
か
と
い

う
問
題
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
ク
レ
ッ
グ
と
の
二
者
交
渉
に
委
ね
ら
れ
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
自
民
党
側
は
「
控
え
め



二
〇
二

に
演
じ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
自
民
党
側
へ
の
大
臣
職
割
り
当
て
に
関
し
て
は
、「
特
定
の
政
策
領
域
に
関
連
し
た
一
定
の
省
に

の
み
、
狭
く
集
中
的
に
割
り
振
る
」
の
か
、
そ
れ
と
も
「
政
府
全
体
の
省
庁
を
広
く
浅
く
割
り
当
て
る
」
の
か
と
い
う
二
者
択
一
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
結
局
の
と
こ
ろ
、
国
際
協
力
、
環
境
と
文
化
、
メ
デ
ィ
ア
と
ス
ポ
ー
ツ
、
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
な
ど
の
分
野
を
除
く
全
て
の

省
に
自
民
党
が
広
く
浅
く
大
臣
職
を
得
た
こ
と
で
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
を
通
じ
て
後
者
の
路
線
が
採
用
さ
れ
た
こ
と）

11
（

も
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
組
閣
人
事
に
関
す
る
興
味
深
い
事
実
と
指
摘
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
最
初
の
組
閣
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
は
、
既
述
の
よ
う

に
財
務
省
、
外
務
省
、
内
務
省
、
国
防
省
な
ど
主
要
（
一
流
）
官
庁
の
閣
僚
を
ほ
ぼ
独
占
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
対
し
自
民
党

が
当
初
獲
得
し
た
閣
僚
ポ
ス
ト
の
う
ち
、
自
民
党
議
員
が
ト
ッ
プ
だ
っ
た
の
は
三
つ　
　

ビ
ジ
ネ
ス
・
刷
新
・
技
能
相
の
ケ
ー
ブ
ル
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
気
候
変
動
枠
組
み
担
当
相
の
ヒ
ュ
ー
ン
、
そ
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
相
の
ム
ー
ア
（M

ichael M
oore

）　
　

し
か
な
い
。
し

か
も
財
務
省
内
の
（
オ
ズ
ボ
ー
ン
財
務
相
に
次
ぐ
）
閣
僚
ポ
ス
ト
（Chief Secretary to the T

reasury

）
を
自
民
党
側
に
一
つ
提
供
し
て
い
る
。

こ
の
ポ
ス
ト
に
は
、
保
守
党
と
の
連
立
交
渉
を
担
当
し
た
ロ
ー
ズ
（D

avid Law
s

）
が
就
任
し
、
後
に
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
（D

anny A
lex-

ander

）
が
就
任
し
た
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
組
閣
人
事
を
通
じ
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
自
民
党
が
否
定
し
て
い
た
大
学
授
業
料
値
上
げ
問
題
も
担

当
す
る
（
つ
ま
り
党
公
約
違
反
と
い
う
印
象
を
与
え
る
）
ポ
ス
ト
、
保
守
党
に
と
っ
て
扱
い
難
い
原
発
関
連
の
ポ
ス
ト
、
そ
し
て
保
守
党
に
選

挙
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
さ
な
い
（
地
方
分
権
後
は
形
式
的
存
在
と
な
り
、
自
民
党
も
そ
の
廃
止
を
唱
え
て
い
た
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
関
連
の

官
庁
、
こ
れ
ら
三
つ
を
全
て
自
民
党
側
に
押
し
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
財
務
省
内
の
閣
僚
ポ
ス
ト
を
自
民
党
側
に

提
供
し
た
こ
と
で
、
当
初
自
民
党
が
そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
否
定
し
て
い
た
「
緊
縮
策
」
の
責
任
ま
で
自
民
党
は
保
守
党
と
共
有
さ
せ
ら

れ
る
形
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。



二
〇
一
〇
年
連
立
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権
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
（
渡
辺
）

二
〇
三

　

し
た
が
っ
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、
組
閣
人
事
や
大
臣
ポ
ス
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
民
党
の
影
響
力
を
弱
め
た
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
自
民
党
側
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
そ
の
規
模
の
割
に
は
組
閣
人
事
等
で
優
遇
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
実

は
自
民
党
と
し
て
政
策
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
強
く
影
響
力
を
行
使
で
き
る
（
あ
る
い
は
行
使
し
た
が
っ
て
い
た
）
重
要
ポ
ス
ト
を
手
に
入
れ
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
官
職
任
免
権
を
も
つ
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
主
導
権
を
奪
わ
れ
た
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
は
「
裏

を
か
か
れ
た
」
の
で
あ
る）

11
（

。

　

こ
う
し
た
事
実
に
つ
い
て
ヘ
ッ
ペ
ル
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。（
副
首
相
の
ク
レ
ッ
グ
も
含
む
）「
自
民
党
議
員
五
人
の
ポ
ジ
シ
ョ

ニ
ン
グ
は
、
保
守
党
が
自
民
党
を
束
縛
し
周
辺
化
し
て
、
危
険
に
さ
ら
す
必
要
性
を
通
じ
て
保
持
さ
れ
た）

11
（

」。
そ
う
し
た
意
味
で
、
連
立
ジ
ュ

ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
組
閣
人
事
で
は
実
の
あ
る
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
見

て
よ
い
。
そ
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、「
首
相
」
が
排
他
的
に
有
す
る
権
力
資
源
・
官
職
任
免
権
の
存
在
を
挙
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
一
方
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
側
に
も
、
自
身
の
党
内
基
盤
強
化
の
た
め
、
自
民
党
を
上
手
く
協
力
さ
せ
て
こ
れ
を
利
用
す
る
思
惑
が
あ
っ

た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

⒝　

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
側
面

　

本
稿
の
限
ら
れ
た
枠
内
で
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
主
要
政
策
に
対
す
る
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
の
効
果
全
て
を
検
討
す
る
の
は
物
理
的

に
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
主
要
政
策
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
も
言
え
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
側
面
に
限
定
し
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
が
キ
ャ

メ
ロ
ン
保
守
党
に
も
た
ら
し
た
効
果
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
政
治
学
者
ビ
ー
チ
（M

att Beech

）
ら
に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
す
る
諸
問
題
は

学
問
的
な
注
目
を
か
な
り
集
め
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
ビ
ー
チ
は
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
次
の
よ
う
に
説
明



二
〇
四

す
る
。「
保
守
党
・
自
民
党
連
立
政
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
そ
の
源
泉
に
つ
い
て
は
、
保
守
的
な
政
治
思
想
と
い
う
よ
り
も
、
リ
ベ
ラ

ル
な
政
治
思
想
の
ほ
う
に
多
く
を
負
っ
て
い
る）

11
（

」。

　

さ
ら
に
ビ
ー
チ
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
と
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
と
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
哲
学
的
協
力
関
係
を
維
持
し
た
り
実
行
し
た

り
で
き
る
理
由
を
「
二
つ
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言
葉
で
特
徴
づ
け
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
も
う
少
し
具
体
的
に
説
明
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
多
数
派
パ
ー
ト
ナ
ー
の
保
守
党
は
、
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
経

済
的
自
由
主
義
」
に
基
づ
く
保
守
主
義
を
さ
ら
に
現
代
化
す
る
た
め
、（
比
較
的
リ
ベ
ラ
ル
で
）
都
市
エ
リ
ー
ト
層
的
な
「
社
会
的
自
由
主
義
」

を
こ
れ
に
結
び
つ
け
た
。
一
方
少
数
派
パ
ー
ト
ナ
ー
の
自
民
党
で
は
、
か
つ
て
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
学
派
的
経
済
を
再
強
調
す
る
オ
レ
ン

ジ
ブ
ッ
ク
政
策
〈
※
経
済
的
自
由
主
義
〉
と
、
こ
れ
ま
で
自
民
党
が
行
っ
て
き
た
リ
ベ
ラ
ル
・
モ
ラ
リ
テ
ィ
〈
※
社
会
的
自
由
主
義
〉
の

提
唱
と
が
上
手
く
調
和
し
た）

1（
（

。

　

一
般
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
保
守
主
義
は
「
リ
ベ
ラ
ル
保
守
主
義
」（liberal Conservatism

）
と
か
、「
現
代
的
で
、
思
い
や
り
の
あ
る
保
守

主
義
」（m

odern, com
passionate Conservatism

）
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
点
に
つ
い
て
異
論
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
ビ
ー
チ
は
、

た
と
え
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
政
治
思
想
は
本
質
的
に
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
い
う
形4

を
と
る）

11
（

と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

キ
ャ
メ
ロ
ン
と
ク
レ
ッ
グ
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
表
現
す
る
と
、
そ
れ
は
「
広
教
会
派
的
中
道
右
派
」

（broad-church Centre-R

）
11
（ight

）
で
あ
っ
て
、
純
粋
に
「
保
守
的
」
な
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
自
民
党
の
政
策
に
「
保
守
的
」
な
要
素

を
見
出
す
の
は
難
し
い
。
自
民
党
員
と
い
っ
て
も
既
述
の
と
お
り
、
経
済
的
自
由
主
義
者
か
ら
社
会
リ
ベ
ラ
ル
、
旧
・
社
会
民
主
党
系
の

人
び
と
に
至
る
ま
で
幅
広
く
含
ま
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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二
〇
五

　

他
方
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
者
た
ち
は
、
例
え
ば
「
家
族
」「
宗
教
」
と
い
っ
た
保
守
的
な
価
値
観
も
あ
る
程
度
重
視
す
る
。
し
か

し
同
時
に
、「
経
済
的
自
由
主
義
者
」
で
あ
り
な
が
ら
サ
ッ
チ
ャ
ー
派
と
も
異
な
り
、
例
え
ば　
　

二
〇
一
四
年
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
法

制
化
さ
れ
た　
　

「
同
性
愛
者
同
士
の
婚
姻
」
な
ど
に
寛
容
な
態
度
を
示
す
「
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」
で
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
し
た

と
お
り
保
守
党
内
で
は
少
数
派
か
も
し
れ
な
い
が
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
主
義
者
は
一
貫
し
て
本
質
的
に
「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
の
で
あ
る
。
ビ
ー

チ
の
言
葉
を
さ
ら
に
借
り
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
政
策
は
、
本
質
的
に
「
右
派
的
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」（a right-w

ing liber-

ali

）
11
（sm

）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

様
々
な
解
釈
が
成
り
立
つ
と
は
い
え
、
こ
う
し
た
ビ
ー
チ
の
説
明
は
、
本
稿
の
Ⅱ
で
考
察
さ
れ
た
内
容
か
ら
見
る
と
興
味
深
く
、
説
得

力
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
ビ
ー
チ
の
指
摘
ど
お
り
だ
と
す
る
と
、「
保
守
党
」
と
「
自
民
党
」

の
役
割
と
い
う
よ
り
「
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
と
彼
に
近
い
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
議
員
た
ち
」、
そ
し
て
「（
当
時
）
ク
レ
ッ
グ
党
首
に
率
い
ら
れ
、

数
年
前
か
ら
構
造
的
に
変
容
し
つ
つ
あ
っ
た
自
民
党
議
員
」
の
役
割
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
保
守

党
は
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
が
登
場
し
た
こ
と
で
、
初
め
て
保
守
党
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
直
接
国
民
に
認
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
自
民
党
が
変
容
し
て
い
た
お
か
げ
で
経
済
的
自
由
主
義
が
党
内
で
再
登
場
し
、
僅
差
な
が
ら
ク
レ
ッ
グ
も
党
首
に

就
任
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
両
者
を
繋
ぐ
共
通
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
経
済
的
自
由
主
義
」
と
「
社
会

リ
ベ
ラ
ル
」
と
い
う
、
文
字
ど
お
り
「
二
つ
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
と
な
る
。

　

も
っ
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
移
民
、
国
家
構
造
改
革
な
ど
を
め
ぐ
る
問
題
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
両
党
の
隔
た
り
や
意
見
の
相
違
は
大
き

く
、
ま
さ
に
「
水
と
油
」
の
関
係
に
近
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
Ｅ
Ｕ
と
の
関
係
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
あ
り
方
な
ど
）

に
関
す
る
問
題
は
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
行
方
を
試
す
領
域
で
あ
り
続
け
た
。
そ
れ
に
関
す
る
一
つ
の
分
析
結
果
を
見
る
と
、
二
〇



二
〇
六

一
〇
年
連
立
政
権
に
お
い
て
は
（
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主
義
の
）
保
守
党
が
対
Ｅ
Ｕ
政
策
の
「
ド
ラ
イ
バ
ー（
運
転
手
）」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

（
親
欧
州
派
の
）
自
民
党
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
対
Ｅ
Ｕ
ア
プ
ロ
ー
チ
の
「
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
い
う
見
方）

11
（

も
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
他
の
主
要
政
策
面
で
も
両
党
の
〝
棲
み
分
け
〟
な
い
し
〝
役
割
分
担
〟
が
予
想
以
上
に
徹
底
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定

で
き
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
は
、
五
年
間
と
い
う
期
間
限
定
付
き
な
が
ら
、
比
較
的
「
リ
ベ
ラ
ル
な
」
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首

（
傍
線
筆
者
）
率
い
る
保
守
党
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
経
済
的
自
由
主
義
」
も
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
と
の
連
立
が
可

能
に
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
側
面
か
ら
見
た
両
党
の
関
係
は
、
ビ
ー
チ
が
主
張
す
る
「
二
つ

の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
の
共
存
関
係
で
あ
り
、
単
な
る
「
都
合
に
基
づ
く
結
婚
」
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
側
面
か
ら
見
た
場
合
、
元
々
リ
ベ
ラ
ル
な
キ
ャ
メ
ロ
ン
「
党
首
」
に
率
い
ら
れ
た
保
守
党

に
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
が
及
ぼ
し
た
効
果
は
、
ク
レ
ッ
グ
「
党
首
」
の
効
果
と
い
う
よ
り
も
、
ク
レ
ッ
グ
党
首
登
場
以
前
か
ら
既
に
変
容
し

つ
つ
あ
っ
た
「
院
内
自
民
党
」、
そ
し
て
そ
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
変
容
」
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

⑶　

ま
と
め

　

本
章
で
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
に
対
し
「
連
立
」
そ
の
も
の
が
及
ぼ
し
た
効
果
と
、「
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
」
が
及
ぼ
し
た
効
果
と
に

区
別
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
先
行
研
究
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。

　

先
ず
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
綱
領
や
二
〇
一
一
年
議
会
任
期
固
定
法
に
代
表
さ
れ
る
「
連
立
」
そ
の
も
の
の
効
果
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
保

守
党
、
特
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
「
党
首
」
に
と
っ
て
、
党
内
（
基
本
的
に
は
右
派
に
よ
る
）
批
判
・
党
首
降
ろ
し
の
「
封
じ
込
め
策
」
と
い
う
意



二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
（
渡
辺
）

二
〇
七

味
で
重
大
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
「
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
」
の
効
果
に
関
し
て
は
、
組
閣
人
事
の
側
面
で
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
は
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
に
大
き
な
影
響
を

ほ
と
ん
ど
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
、
逆
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
よ
っ
て
「
巧
み
に
利
用
」
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ヘ
ッ
ペ
ル
に
よ
る
以
下
の
指
摘
が
比
較
的
示
唆
に
富
む
。
即
ち
、「
連
立
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
固
有

の
政
策
分
野
で
『
所
有
権
』
を
主
張
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
所
有
権
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
（visibility

）
と
同
義
で
あ
っ
て
、〈
中
略
〉

所
有
権
の
主
張
さ
れ
た
政
策
は
、
選
挙
で
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
が
助
か
る
た
め
に
も
必
要
な
の
で
あ
る
。
…
…
自
民
党
は
政
策
面
で

も
人
事
面
で
も
上
手
く
連
立
交
渉
で
き
た
よ
う
に
世
間
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
が
、〈
中
略
〉
大
臣
ポ
ス
ト
の
軽
重
と
い
う
点
や
、
選
挙
の

際
に
役
立
つ
政
策
分
野
の
所
有
権
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
意
味
で
は
、
脇
役
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る）

11
（

」。

　

ま
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
側
面
に
関
し
て
言
え
ば
、
保
守
党
側
で
は　
　

党
内
少
数
派
と
は
い
え　
　

本
質
的
に
は
「
リ
ベ
ラ
ル
な
」
キ
ャ

メ
ロ
ン
が
保
守
党
の
「
党
首
」
で
あ
り
、
そ
し
て
何
よ
り
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
「
首
相
」
だ
っ
た
。
ま
た
、
自
民
党
側
も
ケ
ネ
デ
ィ

党
首
時
代
か
ら
構
造
的
変
容
を
経
験
し
、
経
済
的
自
由
主
義
の
重
視
と
い
う
形
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
や
や
「
右
傾
化
」
し
つ
つ
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
二
つ
の
条
件
が
重
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
は
存
立
し
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。
政
治
学
者
の
ヘ
イ
ト
ン

（Richard H
ayton

）
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
自
民
党
内
に
お
け
る
オ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
的
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
傾
向
の
抬
頭
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン

の
「
リ
ベ
ラ
ル
保
守
主
義
」
と
の
共
通
地
盤
を
見
出
す
う
え
で
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た）

11
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
の
効
果
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
保
守
「
党
」
以
上
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
「
党
首
」
に
関
し
て
、
ま

た
組
閣
人
事
と
い
う
よ
り
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
側
面
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。



二
〇
八

Ⅳ
．
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

　

本
章
で
は
、
先
ず
「
連
立
」
や
「
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
」
が
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
の
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
い
か
な
る
効
果
を
及
ぼ
し
た

の
か
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
「
院
内
保
守
党
」
と
「
党
員
」、
そ
れ
ぞ
れ
に
分
け
て
検
討
し
て
い
く
。
次
に
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権

で
展
開
さ
れ
た
「
首
相
＝
副
首
相
」
関
係
に
つ
い
て
分
析
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
「
首
相
＝
副
首
相
」
関
係
は
、
直
近
で
は
労
働
党

政
権
期
の
ブ
レ
ア
（T

ony Blair

）
と
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
（John Prescott

）
の
関
係
が
比
較
的
記
憶
に
新
し
い
。

　

し
か
し
二
人
は
同
じ
党
内
の
「
右
派
・
モ
ダ
ナ
イ
ザ
ー
〔
ブ
レ
ア
〕
＝
左
派
・
労
組
側
〔
プ
レ
ス
コ
ッ
ト
〕」
で
あ
り
、
し
か
も
後
者

が
「
形
だ
け
」
の
副
首
相
だ
っ
た
点
は
否
め
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
ク
レ
ッ
グ
の
関
係
は
、「
保
守
党
党
首
（
首
相
）
＝

自
民
党
党
首
（
副
首
相
）」
と
い
う
点
で
ブ
レ
ア
時
代
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
ク
レ
ッ
グ
の
関
係
は
「
戦
後

初
の
連
立
政
権
」
な
ら
で
は
の
も
の
で
あ
り
、
先
行
研
究
は
当
然
少
な
い
が
注
目
に
値
す
る
テ
ー
マ
と
言
え
よ
う
。

⑴　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
に
見
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

　

⒜　

院
内
保
守
党
と
の
関
係

　

既
述
の
よ
う
に
保
守
党
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
下
で
初
め
て
実
施
さ
れ
た
総
選
挙
に
お
い
て
過
半
数
議
席
獲
得
に
失
敗
し
た
。
そ
の
う

え
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
と
の
連
立
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
閣
僚
・
大
臣
ポ
ス
ト
の
取
り
分
が
多
少
自
民
党
に
奪
わ
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
っ
た
。

　

院
内
保
守
党
の
大
半
は
、
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
と
の
連
立
を
最
終
的
に
は
承
認
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
院
内
保
守
党
側
の
〝
怒
り
〟



二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
（
渡
辺
）

二
〇
九

や
〝
不
満
〟
を
感
じ
た
の
か
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
連
立
内
閣
組
閣
後
、
異
例
と
も
言
え
る
次
の
よ
う
な
決
定
を
発
表
し
た
。
一
九
二
二
年
委

員
会
で
の
投
票
・
採
決
権
を
党
幹
部
議
員
に
も
与
え
る
と
す
る
決
定
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
う
し
た
決
定
の
背
景
に
は
、
本
稿
の
Ⅱ
で
考
察

し
た
よ
う
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
党
内
基
盤
の
弱
さ
と
い
う
党
内
事
情
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
既
得
権
を
失
う
院
内
保
守
党
一
般
議
員
た
ち
は
、
一
般
議
員
用
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
党
首
が
骨
抜
き
に
す
る
試
み
だ
と
し
て
こ
れ

に
反
発
し
た
。
結
果
的
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
方
針
は
投
票
を
通
じ
て
承
認
さ
れ
た
が
、
一
般
議
員
に
対
す
る
党
首
・
幹
部
議
員
（
党
内
モ
ダ

ナ
イ
ザ
ー
）
側
の
大
々
的
な
挑
戦
と
し
て
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
っ
た
。

　

そ
う
し
た
な
か
、
一
九
二
二
年
委
員
会
委
員
長
選
挙
が
二
〇
一
〇
年
五
月
二
六
日
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
推
し

た
候
補
者
が
敗
北
し
、
そ
の
対
抗
馬
で
一
般
議
員
た
ち
に
人
気
の
高
い
ブ
レ
イ
デ
ィ
（Graham

 Brady

）
議
員
が
選
出
さ
れ
た）

11
（

。
こ
れ
は

保
守
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
や
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
の
効
果
を
象
徴
す
る
出
来
事
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
以
降
院
内
保
守
党
で
は
、「
キ
ャ
メ
ロ
ン
・
幹
部
議
員 

対 

一
般
議
員
」
と
い
う
流
れ
が
確
定
し
た
か
の
よ
う
に
、
院
内
採
決
で

　
　

と
り
わ
け
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
問
題
を
め
ぐ
っ
て　
　

造
反
す
る
議
員
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ヘ
ッ
ペ
ル
は
、
二
〇
一

〇
年
か
ら
二
〇
一
二
年
に
お
け
る
院
内
採
決
の
四
四
％
が
連
立
政
権
に
対
す
る
造
反
と
し
て
表
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
の
多
く

は
保
守
党
議
員
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
院
内
保
守
党
で
造
反
議
員
の
占
め
る
割
合
は
全
体
の
四
分
の
一
程
度
と
少
数
派
で
あ
っ

た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
こ
の
四
四
％
と
い
う
数
字
は
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
造
反
発
生
率
と
し
て
は
最
大
で
あ
り
、
そ
れ
も
政
権
発
足
直
後

と
し
て
は
異
例
の
多
さ）

11
（

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
伴
い
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
期
で
は
、
当
然
の
よ
う
に
与
党
内
規
律
が
徹
底
し
て
強
化
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

前
述
し
た
ヤ
ン
グ
に
よ
る
と
、
連
立
与
党
内
で
院
内
幹
事
団
の
仕
事
が
増
え
た
ば
か
り
か
、
両
党
で
「
厳
重
登
院
命
令
書
」（three line 



二
一
〇

w
hip

）
の
本
数
も
増
加
し
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
院
内
保
守
党
の
団
結
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、

両
党
の
議
員
た
ち
も
両
党
合
同
会
議
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た）

11
（

。

　

そ
れ
で
も
結
局
深
刻
な
党
内
分
裂
騒
動
は
起
こ
ら
ず
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
当
初
の
予
定
通
り
五
年
の
任
期
を
全
う
し
た
。
そ
し
て
二
〇
一

五
年
総
選
挙
の
結
果
、
保
守
党
単
独
政
権
と
い
う
形
で
現
在
政
権
二
期
目
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン

党
首
の
下
、「
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
」
と
の
「
連
立
」
の
お
か
げ
で
最
低
で
も
五
年
は
与
党
議
員
で
い
ら
れ
る
と
い
う
い
わ
ば
安
心
材
料
が

院
内
保
守
党
側
に
も
た
ら
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
前
述
し
た
、「
首
相
」
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
も
っ
て
い
る
官
職
任
免
権
の
効
果）

1（
（

も
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
を
通
じ
て
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
の
院
内
保
守
党
で
は
、
❶
院
内
採
決
に
お
い
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
や
二
〇

一
〇
年
連
立
政
権
に
対
す
る
造
反
が
増
加
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
❷
「
党
首
」
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
対
し
て
は
従
来
ど
お
り
敬
意
も
表
明
さ

れ
て
い
た）

11
（

。
し
た
が
っ
て
、「
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
」
と
の
「
連
立
」
は
「
院
内
保
守
党
」
に
も
そ
れ
な
り
の
プ
ラ
ス
効
果
を
及
ぼ
し
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
キ
ャ
メ
ロ
ン
「
党
首
」
か
ら
す
れ
ば
、
さ
ほ
ど
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
に
も
な
っ
て
い
な
い
。
彼
に
対
す
る
「
連

立
」
の
プ
ラ
ス
効
果
は
、
院
内
保
守
党
に
対
す
る
そ
れ
以
上
に
大
き
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
保
守
党
の
伝
統
と
も
言
う
べ
き
院
内
保
守
党
の
「
党
首
」
依
存
は
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
下
で
も
そ
れ
な
り
に
残
っ

て
い
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
政
策
面
で
保
守
党
の
「
独
自
性
」
を
さ
ら
に
強
調
す
る
よ
う
一
般
議
員
た
ち
か
ら
圧
力
を
か
け
ら
れ
る

可
能
性
も
残
っ
た）

11
（

と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

⒝　

党
員
と
の
関
係

　

も
っ
と
も
、
保
守
党
と
し
て
の
「
独
自
性
」
を
さ
ら
に
発
揮
せ
よ
と
い
う
党
内
圧
力
は
、
ど
の
政
党
と
組
ん
で
も
必
然
的
に
生
じ
得
る



二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
（
渡
辺
）

二
一
一

一
般
的
な
「
連
立
」
効
果
そ
の
も
の
と
言
え
る
。

　

一
九
八
八
年
結
党
以
来
初
の
（
連
立
）
与
党
を
経
験
し
た
こ
と
、
野
党
時
代
の
政
府
助
成
金
が
交
付
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

連
立
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
保
守
党
と
の
協
力
を
優
先
す
る
戦
略
を
弱
め
、
自
民
党
の
独
自
性
強
調
路
線
へ
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
こ
と
。
こ

れ
ら
三
つ
の
点
を
踏
ま
え
て
ヤ
ン
グ
は
、
二
〇
一
〇
年
の
「
連
立
」
効
果
は
保
守
党
よ
り
自
民
党
の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
と
指
摘
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
自
民
党
の
独
自
性
追
求
路
線
を
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
く
取
り
上
げ
な
か
っ
た
た
め
、
自
民
党
が
独
自
性
を
発
揮
し
て
も
さ
ほ
ど

世
間
の
注
目
を
浴
び
ず
、
逆
に
保
守
党
と
の
連
立
に
「
埋
没
し
た
」
印
象
を
与
え
て
し
ま
っ
た）

11
（

と
も
主
張
し
て
い
る
。

　

連
立
を
組
ん
だ
保
守
党
側
も
、「
共
同
統
治
」
と
い
う
文
脈
上
自
民
党
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

方
「
選
挙
」
の
文
脈
で
は
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
「
敵
・
味
方
」
に
分
か
れ
て
競
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
実
的
な
「
協
働
か
、
そ

れ
と
も
独
自
性
か
」
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
（the U

nity / D
istinctiveness d

）
11
（

ilem
m

a

）
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
二
〇

一
〇
年
連
立
政
権
の
場
合
、
そ
う
し
た
「
連
立
」
効
果
に
伴
う
何
ら
か
の
影
響
や
変
化
は
、
院
内
保
守
党
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
院
外
組
織
、

即
ち
保
守
党
員
た
ち
に
も
生
じ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

基
本
的
に
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
で
は
、
党
首
と
院
内
保
守
党
が
党
政
策
の
決
定
権
や
党
運
営
の
主
導
権
を
ほ
ぼ
独
占
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
党
大
会
や
党
員
、
院
外
組
織
な
ど
の
党
内
影
響
力
（
党
首
や
院
内
保
守
党
に
対
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
）
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
従
来
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
研
究
で
は
、
党
員
や
院
外
組
織
の
存
在
と
役
割
は
比
較
的
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
成
立
に
伴
い
、
保
守
党
院
外
組
織
も
そ
れ
な
り
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
野
党
時
代
に
交
付
さ

れ
て
き
た
政
府
助
成
金
に
依
存
で
き
な
く
な
っ
た
分
、
例
え
ば
党
中
央
本
部
に
該
当
す
る
「
保
守
党
選
挙
運
動
総
司
令
部
」（Conservative 



二
一
二

Cam
paign H

eadquarters, CCH
Q

）
の
規
模
や
人
員
も
縮
小
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
党
内
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
ま
で
「
周
辺
化
」
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
指
摘
し
た
ヤ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、「
党
員
」
に
と
っ
て
政
治
的
な
成
功
と
は
他
党
と
の
協
力
関
係
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

党
と
し
て
の
独
自
性
が
発
揮
で
き
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
実
際
、
二
〇
一
一
年
に
実
施
さ
れ
た
Ａ
Ｖ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
は
、

自
民
党
と
の
連
立
を
崩
さ
な
い
代
わ
り
に
「（
Ａ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
対
す
る
）
Ｎ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
も
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
逸
早
く
着
手

し
て
い
る
。
こ
の
姿
勢
は
院
内
保
守
党
の
み
な
ら
ず
「
草
の
根
」
保
守
党
員
た
ち
か
ら
も
支
持
さ
れ
た）

11
（

。
こ
の
よ
う
に
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
が

党
首
と
し
て
適
応
力
あ
る
柔
軟
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
か
ら
こ
そ
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
下
で
深
刻
な
造
反
や
党
内
分
裂
が

起
き
な
か
っ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
院
外
組
織
や
党
員
た
ち
の
党
内
影
響
力
は
従
来
ど
お
り
相
対
的
に
低
い
ま
ま
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
連
立
政
権
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
本
章
の
テ
ー
マ
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
党
員
た

ち
よ
り
も
院
内
保
守
党
の
動
向
に
注
目
し
た
ほ
う
が
問
題
の
本
質
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
下
の
院
内
保
守
党
に
お
け
る
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、「
党
首
」
そ
し
て
何
よ
り
「
首

相
」
と
し
て
の
地
位
と
役
割
、「
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
」
と
の
「
連
立
」、
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
伝
統
の
お
か
げ
で
、
連
立
に
伴
う

様
々
な
課
題
や
ジ
レ
ン
マ
を
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
「
何
と
か
切
り
抜
け
る
こ
と
」（m

uddling through

）
が
で
き
た
。

　

む
し
ろ
保
守
党
単
独
政
権
と
な
っ
た
二
〇
一
五
年
総
選
挙
後
の
現
在
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
五
年
間
党
内
に
溜
ま
っ
て
い
た
い
わ
ゆ
る
「
ガ

ス
」
抜
き
を
す
る
意
味
で
も
、
と
り
わ
け
Ｅ
Ｕ
離
脱
に
関
す
る
国
民
投
票
な
ど
に
お
い
て
、
党
と
し
て
の
「
独
自
性
」
を
発
揮
す
る
必
要

性
が
、
院
内
保
守
党
か
ら
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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二
一
三

⑵　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
に
お
け
る
「
首
相
＝
副
首
相
」
関
係

　

自
民
党
と
連
立
を
組
ん
だ
後
、
Ａ
Ｖ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
の
実
施
を
め
ぐ
っ
て
「
Ｎ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
素
早
く
回
っ
た
キ
ャ
メ
ロ
ン

の
行
動
は
、
ヘ
ッ
ペ
ル
や
ヘ
イ
ト
ン
な
ど
に
よ
っ
て
「
保
守
党
側
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す
や
り
方
で
政
治
ゲ
ー
ム
の
組
み
立
て
を
狙
っ

た
、
抜
け
目
な
い ‘heresthetic’ 

な
動
き
」
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
連
立
に
よ
っ
て
一
定
の
多
数
派
を
形
成
し
、
党
内
右
派
を
孤

立
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
中
道
右
派
再
編
の
可
能
性
ま
で
示
す
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
両
党
の
関
係
は
、
保
守
党

が
そ
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
を
巧
み
に
利
用
す
る
こ
と
を
最
初
か
ら
狙
っ
た
「
ワ
ン
・
サ
イ
ド
ゲ
ー
ム）

11
（

」
と
し
て
特
徴
づ
け
る
こ
と

も
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
保
守
党
も
、
連
立
初
期
の
段
階
で
は
自
民
党
交
渉
チ
ー
ム
に
誠
意
を
示
す
な
ど
、
そ
の
適
応
力
を
見
事
に
発
揮
し
た
と

一
般
に
は
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
両
党
の
間
で
は
、
新
首
相
（
保
守
党
）
と
新
副
首
相
（
自
民
党
）
と
の
個
人
的
信
頼
関
係
は
言
う
ま

で
も
な
く
、
そ
こ
に
財
務
相
（
保
守
党
）
と
そ
の
副
官
（
自
民
党
）
と
を
加
え
た
良
好
な
「
四
角
関
係
」
か
ら
成
る　
　

と
り
わ
け
緊
縮
策

推
進
に
必
要
不
可
欠
な　
　

連
立
政
権
内
意
思
決
定
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
速
や
か
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た）

11
（

。

　

ま
た
、
ヤ
ン
グ
に
よ
っ
て
も
、
首
相
官
邸
・
副
首
相
府
・
内
閣
府
に
お
け
る
強
い
個
人
的
人
間
関
係
が
連
立
両
党
の
大
臣
た
ち
の
間
に

形
成
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
「
下
位
」
レ
ベ
ル
と
な
る
と
、
両
党
の
一
般
議
員
た
ち
は
仕
事
上
「
連
立
」
を
組
ん
で

は
い
て
も
、
心
は
別
々
の
党
所
属
議
員
と
し
て
対
応
し
て
い
た）

11
（

。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
、

保
守
党
も
自
民
党
も
「
首
相
お
よ
び
副
首
相
、
幹
部
議
員
」
と
「
党
一
般
議
員
」
と
が
単
一
の
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
協
力
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
の
ア
ク
タ
ー
と
し
て
活
動
し
た
り
院
内
採
決
に
加
わ
っ
た
り
し
て
い
た）

11
（

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
下
で
、
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
や
性
格
な
ど
が
似
た
者
同
士
と
言
え
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
ク
レ
ッ
グ
、
二
人
の
「
首
相
＝
副
首



二
一
四

相
」
関
係
は
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
で
は
極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
。

　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
に
お
け
る
両
者
の
関
係
を
本
格
的
に
分
析
し
た
ベ
ニ
ス
タ
ー
（M

ark Bennister

）
や
ヘ
フ
ァ
ー
ナ
ン
（Richard 

H
effernan

）
は
、
首
相
と
副
首
相
と
の
こ
の
よ
う
な
関
係
を
近
年
の
イ
ギ
リ
ス
首
相
研
究
に
お
け
る
未
知
の
領
域
だ
と
し
て
い
る
。
彼
ら

の
結
論
に
よ
れ
ば
、
連
立
を
率
い
る
こ
と
で
生
じ
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
優
位
性
は
、
部
分
的
に
ク
レ
ッ
グ
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て
は
い
る
け

れ
ど
も
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
も
ま
た
ク
レ
ッ
グ
を
制
約
し
て
い
る
こ
と
に
な
る）

1（
（

。

　

ま
た
、
単
独
政
権
で
あ
れ
連
立
政
権
で
あ
れ
、
首
相
権
力
の
多
く
は
、
首
相
と
し
て
の
「
制
度
上
の
権
力
資
源
」
を
有
効
活
用
で
き
る

首
相
本
人
の
「
個
人
的
権
力
資
源
」
に
左
右
さ
れ
る
。
連
立
に
よ
っ
て
必
然
的
に
生
じ
る
政
策
的
妥
協
を
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
喜
ん
で
受
容
で

き
る
な
ら
ば
、
彼
は
権
威
あ
る
卓
越
し
た
首
相
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
首
相
の
在
職
前
半
期
、

首
相
の
役
割
に
関
す
る
フ
ォ
ー
マ
ル
か
つ
実
質
的
な
変
化
は
一
切
見
ら
れ
な
か
っ
た）

11
（

。
連
立
を
組
ん
で
い
て
も
、
あ
る
い
は
こ
れ
ま
で
の

考
察
か
ら
す
れ
ば
ハ
ン
グ
パ
ー
ラ
メ
ン
ト
下
で
連
立
を
組
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
党
内
で
も
相
対
的
に
パ
ワ
フ
ル
で
い
ら

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
、
副
首
相
と
し
て
の
立
場
上
、
首
相
を
あ
る
程
度
制
約
で
き
る
と
は
い
え
、
ク
レ
ッ
グ
の
「
制
度
上
の
権
力
資
源
」（
副

首
相
府
と
そ
の
ス
タ
ッ
フ
の
規
模
や
役
割
）
や
、
自
民
党
党
首
と
し
て
の
そ
の
個
人
的
権
力
資
源
は
、
首
相
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ば
相
対
的

に
弱
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

因
み
に
ヘ
フ
ァ
ー
ナ
ン
は
、
政
治
の
大
統
領
制
化
に
関
す
る
そ
の
研
究
の
な
か
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
個
人
的
資
源
と
し
て
、
❶
名
声
・
手

腕
・
能
力
、
❷
現
実
的
で
期
待
ど
お
り
の
政
治
的
成
功
を
達
成
で
き
る
こ
と
、
❸
選
挙
で
の
大
衆
的
人
気
、
そ
し
て
❹
所
属
す
る
院
内
政

党
や
政
府
に
お
い
て
高
い
地
位
に
い
る
こ
と
、
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る）

11
（

。
そ
れ
に
従
う
と
、
二
〇
一
一
年
以
降
の
ク
レ
ッ
グ
は
、
補
欠
選
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二
一
五

挙
や
統
一
地
方
選
挙
で
の
敗
北
、
Ａ
Ｖ
レ
フ
ァ
レ
ン
ダ
ム
で
の
失
敗
、
世
論
調
査
で
の
支
持
率
低
下
、
そ
し
て
（
当
初
反
対
し
て
い
た
大
学

授
業
料
値
上
げ
や
歳
出
削
減
な
ど
で
）
保
守
党
の
政
策
を
受
容
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
見
て
、
上
述
の
❹
以
外
全
て
喪
失

し
た
感
は
否
定
で
き
な
い
。

　

そ
れ
に
加
え
、
前
述
し
た
固
定
法
の
影
響
で
、
ク
レ
ッ
グ
や
自
民
党
は
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
を
壊
そ
う
と
し
て
自
ら
積
極
的
に
保
守

党
側
を
揺
さ
ぶ
っ
た
り
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
た
ち
に
そ
の
脅
し
を
か
け
た
り
す
る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
副
首
相
ク
レ
ッ
グ
と
連

立
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
自
民
党
は
、
保
守
党
と
い
う
シ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
最
低
で
も
五
年
は
つ
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
副
首
相
ク
レ
ッ
グ
は
、
首
相
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
比
べ
る
と
、
さ
ほ
ど
パ
ワ
フ
ル
で
権

威
的
な
存
在
だ
っ
た
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
場
合
、
副
首
相
ク
レ
ッ
グ
と
自
民
党
の
存
在
は
、
キ
ャ
メ

ロ
ン
保
守
党
と
い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
る
と
い
う
点
で
、「
制
度
」
的
に
は
と
も
か
く
「
実
質
」
的
に
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
効
果
は
及
ぼ
せ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
、
党
内
の
不
安
材
料
を
常
に
抱
え
る
キ
ャ
メ
ロ
ン
党
首
・
首
相
か
ら
す
れ
ば
、

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
そ
し
て
副
首
相
ク
レ
ッ
グ
と
自
民
党
の
存
在
は
、
ま
さ
に
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
「
大
黒
柱）

11
（

」
で
あ
る
と
同
時

に
、
そ
の
「
命
綱
」
で
あ
り
続
け
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

⑶　

ま
と
め

　

二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
少
な
く
と
も
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
「
党
首
」
か
ら
す
れ
ば
、
連
立
パ
ー
ト
ナ
ー

自
民
党
と
の
交
渉
や
妥
協
よ
り
も
、
身
内
で
あ
る
保
守
党
と
り
わ
け
院
内
保
守
党
か
ら
生
じ
や
す
い
「
党
と
し
て
の
独
自
性
」
発
揮
要
求
・



二
一
六

圧
力
の
ほ
う
が
厄
介
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
ク
レ
ッ
グ
の
「
首
相
＝
副
首
相
」
関
係
は
、
制
度
上
は
互
い
を
制
約
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
し
か
し
同
時
に
、

副
首
相
ク
レ
ッ
グ
は
、
キ
ャ
メ
ロ
ン
や
保
守
党
に
脅
威
を
与
え
る
ど
こ
ろ
か
、
党
首
・
首
相
と
し
て
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
を
事
実
上
手
助
け
す

る
役
割
す
ら
果
た
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

連
立
（
組
閣
）
の
際
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
、「
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
と
の
連
立
で
合
意
し
た
」
と
い
う
結
果
を
上
か
ら
院
内
保
守
党
と
党
員
に

押
し
つ
け
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
院
内
保
守
党
の
不
満
・
怒
り
が
潜
在
的
に
生
じ
や
す
い
環
境
を
自
ら
つ
く
り
出
し
て
し
ま
っ
た

と
も
言
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
後
イ
ギ
リ
ス
で
連
立
交
渉
が
あ
っ
た
場
合
に
備
え
、
何
ら
か
の
教
訓）

11
（

を
残
す
効
果
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

Ⅴ
．
結　

語

　

戦
後
イ
ギ
リ
ス
政
治
に
お
け
る
平
時
の
「
連
立
」
を
扱
っ
た
研
究
は　
　

当
然
だ
が　
　

ほ
と
ん
ど
無
い
と
言
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ

て
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
を
考
察
の
対
象
と
し
た
場
合
、
そ
れ
な
り
の
発
見
が
期
待
で
き
る
と
同
時
に
（
比
較
分
析
上
の
）
限
界
を
見

出
す
こ
と
に
も
な
る
。

　

戦
後
イ
ギ
リ
ス
初
の
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
、
即
ち
「
変
容
し
て
い
た
」
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
と
の
連
立
は
、
そ
の
シ
ニ
ア
・
パ
ー
ト
ナ
ー

の
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
。
主
に
政
策
面
で
の
党
内
基
盤
が
弱
い
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
そ
の
一
派

の
議
員
た
ち）

11
（

か
ら
す
れ
ば
、「
リ
ベ
ラ
ル
」
な
点
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
類
似
点
の
多
い
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
と
の
連
立
は
、
自
ら
を
「
制
約
」

す
る
存
在
と
い
う
よ
り
も
「
生
命
線
」
に
等
し
い
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
大
規
模
な
党
内
造
反
や
党
首
降
ろ
し
を
事
前
に
封
じ



二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
（
渡
辺
）

二
一
七

込
め
、
最
低
で
も
五
年
間
は
党
首
・
首
相
と
し
て
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
地
位
を
保
証
す
る
役
割
も
担
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
自

民
党
と
の
連
立
は
、
保
守
「
党
」
以
上
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
「
党
首
」
に
と
っ
て
好
都
合
な
「
武
器
」
と
な
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

も
っ
と
も
、「
自
民
党
と
の
連
立
」
に
よ
っ
て
「
右
派
の
多
い
院
内
保
守
党
」
の
不
満
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
両
者
が
キ
ャ
メ
ロ
ン

の
パ
ワ
フ
ル
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
対
す
る
二
大
制
約
物
に
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
見
解）

11
（

も
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
う
し
た
見
解
は
「
連
立
」
効
果
を
一
面
的
に
捉
え
た
見
方
で
し
か
な
い
。
確
か
に
、
単
独
政
権
を
率
い
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
や
ブ

レ
ア
な
ど
と
比
較
す
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
期
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
は
パ
ワ
フ
ル
な
首
相
に
は
見
え
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
既
述
の
よ
う
に
、
首
相
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
権
力
を
ク
レ
ッ
グ
自
民
党
が
制
約
し
て
い
た
と
し
て
も
、
同
時
に
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党

も
副
首
相
ク
レ
ッ
グ
の
権
力
を
そ
れ
以
上
に
制
約
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
経
済
部
の
ペ
ス
ト
ン
も
「
保
守
党
内
の
…
…
右
派
議
員
た
ち
が
過
去
数
年
間
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
キ
ャ
メ
ロ
ン
に
極
め

て
忠
実
だ
っ
た
の
は
印
象
深
い　
　

連
立
を
壊
し
て
し
ま
え
ば
与
党
議
員
で
い
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う）

11
（

」

と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
連
立
」
は
、
細
か
い
部
分
は
と
も
か
く
全
体
と
し
て
は
、
党
首
・
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
ガ
バ
ナ

ン
ス
を
常
に
制
約
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
「
で
き
る
だ
け
長
く
党
首
・
与
党
を
続
け
た
い
」
と
い
う
リ
ー
ダ
ー
や
与
党
議
員
の
願
望

も
、
連
立
の
存
続
条
件
を
基
礎
づ
け
る）

11
（

一
要
素
に
な
る
と
言
え
る
。

　
「
連
立
」
の
お
か
げ
で
そ
の
地
位
が
保
証
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
議
会
の
キ
ャ
メ
ロ
ン
か
ら
す
れ
ば
、「
連
立
」
に
制
約
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
え
て
、
実
は
根
本
的
な
部
分
で
「
連
立
」
が
役
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
戦
後
イ
ギ
リ
ス
初
の
連
立
政
権
と
い
う
〝
珍
し
い
〟
事
態

を
通
じ
て
、
こ
う
し
た
〝
レ
ア
〟
な
「
キ
ャ
メ
ロ
ン
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」（Cam

eron

’s p

）
11
（

aradox

）
と
も
呼
べ
る
現
象
が
生
じ
た
。

　

今
回
は
主
と
し
て
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
側
に
焦
点
を
当
て
て
考
察
を
行
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
を
通
じ



二
一
八

て
ま
さ
に
〝
陥
没
し
た
〟
感
の
あ
る
自
民
党
の
問
題
点
や
将
来
的
展
望
な
ど
に
つ
い
て
も
、
分
析
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

（
１
）　

二
〇
一
五
年
イ
ギ
リ
ス
総
選
挙
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。　
　
　

※
〔　

〕
内
の
数
字
は
得
票
率
（
％
）。

　
　

総
定
数　

六
五
〇
議
席
（
前
回
と
同
じ
）　　
　

投
票
率　

六
六
・
一
％
（
前
回
六
五
・
一
％
）

　
　

保
守
党
…
三
三
一
議
席
〔
三
六
・
九
〕　

労
働
党
…
二
三
二
議
席
〔
三
〇
・
四
〕　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
…
五
六
議
席
〔
四
・
七
〕

　
　

自
民
党
…
八
議
席
〔
七
・
九
〕
そ
の
他
…
二
三
議
席
（
英
国
独
立
党
一
議
席
〔
七
・
九
〕、
緑
の
党
一
議
席
〔
二
・
八
〕
を
含
む
）

（
２
）　T

im
othy H

eppell 
（a

）, 

“Cam
eron and Liberal Conservatism

: A
ttitudes w

ithin the Parliam
entary Conservative Party and 

Conservative M
inisters

”, T
he British Journal of Politics and International R

elations, 15-3, 2013, pp. 343-344.

（
３
）　

ヘ
ッ
ペ
ル
の
分
析
に
よ
る
と
、
二
〇
一
〇
年
議
会
の
院
内
保
守
党
三
〇
六
人
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
「
親
欧
州
派
」（Europhile

）
と
し
て
分
類

可
能
な
議
員
は
七
人
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
の
う
ち
五
人
が
「
社
会
リ
ベ
ラ
ル
」、
二
人
が
「
社
会
保
守
」
の
立
場
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

一
九
八
〇
年
代
と
は
異
な
り
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
保
守
党
は
、
広
い
意
味
で
「
欧
州
懐
疑
派
の
党
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
め
ぐ
る
今
日

の
党
内
対
立
は
「
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
主
義
」
路
線
か
、
そ
れ
と
も
「
ハ
ー
ド
な
欧
州
懐
疑
主
義
」
路
線
か
、
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

因
み
に
「
ソ
フ
ト
な
欧
州
懐
疑
派
」
と
は
、
通
貨
統
合
へ
の
参
加
や
Ｅ
Ｕ
諸
政
策
の
国
内
介
入
拡
大
に
は
反
対
す
る
も
の
の
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
に
つ
い

て
は
現
状
維
持
を
容
認
す
る
立
場
を
指
し
て
い
る
。
一
方
「
ハ
ー
ド
な
欧
州
懐
疑
派
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
や
Ｅ
Ｕ
そ
の
も
の
に
原
理
的
な
反
対

を
表
明
し
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
総
選
挙
で
キ
ャ
メ
ロ
ン
が
公
約
し
た
「（
二
〇
一
七
年
ま
で
に
予
定
さ
れ
る
）
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ
Ｕ
残
留
／
離
脱
を

問
う
国
民
投
票
」
実
施
に
も
深
く
関
与
す
る
立
場
で
あ
る
。

　
　

Ibid., pp. 344-347.

（
４
）　Ibid., p. 341.

　
　

党
「
現
代
化
」、
即
ち
モ
ダ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
、
変
化
す
る
政
治
環
境
に
上
手
く
適
応
す
る
目
的
で
、
党
組
織
の
目
標
な
ど
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

し
直
す
こ
と
を
指
す
。
具
体
的
に
は
、
次
期
総
選
挙
で
の
勝
利
と
政
権
奪
回
を
目
標
に
党
の
基
本
路
線
な
ど
を
中
道
化
す
る
こ
と
で
、
統
治
政
党
と

し
て
の
信
頼
を
取
り
戻
し
て
い
く
試
み
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。



二
〇
一
〇
年
連
立
政
権
と
キ
ャ
メ
ロ
ン
保
守
党
（
渡
辺
）

二
一
九

（
５
）　Ibid., pp. 345-347.

（
６
）　

当
時
の
ヘ
イ
グ
保
守
党
党
首
に
よ
る
党
内
改
革
・
民
主
化
の
一
環
と
し
て
一
九
九
八
年
に
導
入
さ
れ
た
現
行
保
守
党
党
首
選
挙
規
定
で
は
、
与

野
党
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
現
職
党
首
の
「
死
去
・
辞
任
・
党
首
不
信
任
動
議
（
投
票
）
成
立
」
の
い
ず
れ
か
に
伴
い
、
党
首
選
挙
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

党
首
不
信
任
動
議
（
投
票
）
は
、
党
首
自
ら
が
呼
び
か
け
て
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
一
般
的
に
は
党
下
院
議
員
の
一
五
％
以
上
（
そ
の
氏

名
は
内
輪
で
の
み
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
〇
六
人
の
場
合
、
四
六
人
以
上
）
の
要
求
（
一
九
二
二
年
委
員
長
へ
の
書
面
で
の
提
出
）
が

あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
下
院
議
員
た
ち
の
無
記
名
に
よ
る
党
首
不
信
任
投
票
で
党
首
不
信
任
票
が
過
半
数
と
な
っ
た
場
合
、

党
首
は
速
や
か
に
辞
任
し
て
、
新
党
首
選
挙
実
施
が
告
示
さ
れ
る
が
、
不
信
任
投
票
に
敗
れ
た
現
職
党
首
は
、
そ
の
新
党
首
選
挙
に
立
候
補
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
逆
に
、
現
職
党
首
が
不
信
任
投
票
を
乗
り
切
っ
た
（
勝
利
し
た
）
場
合
は
、
以
後
一
年
間
新
た
な
コ
ン
テ
ス
ト
実
施
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

Cf. T
hom

as Q
uinn, 

“Leasehold or Freehold ? Leader-Eviction Rules in the British Conservative and Labour Parties

”, Political 
Studies, 53-4, 2005, pp. 809-810.

（
７
）　

イ
ギ
リ
ス
保
守
党
の
一
九
二
二
年
委
員
会
は
、
同
党
で
官
職
に
就
い
て
い
な
い
一
般
議
員
た
ち
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
的
・
牙
城
的
役
割
を
も
つ
党
内

機
関
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
党
一
般
議
員
の
「
空
気
」
を
党
首
以
下
幹
部
議
員
た
ち
に
伝
え
る
ほ
か
、
党
首
選
挙
管
理
委
員
会
と
し
て
の
任
務
も

果
た
す
。

　
　

因
み
に
「
一
九
二
二
年
」
と
い
う
名
称
は
、
以
下
の
出
来
事
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
第
一
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
四
年
後
の
一
九

二
二
年
ま
で
保
守
党
も
加
わ
っ
て
存
続
し
て
い
た
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
（D

avid Lloyd George

）
連
立
内
閣
か
ら
の
離
脱　
　

換
言
す
れ
ば
保
守

党
独
自
路
線
の
追
求　
　

を
求
め
る
保
守
党
一
般
議
員
多
数
派
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
、「
一
九
二
二
年
」
に
連
立
離
脱
が
実
現
（
連
立
残
留
派
の
多

か
っ
た
幹
部
議
員
た
ち
に
院
内
投
票
で
勝
利
）
し
、
自
由
党
首
班
の
ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
を
退
陣
に
追
い
込
ん
だ
出
来
事
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　

他
方
で
、
党
内
機
関
と
し
て
の
同
委
員
会
の
起
源
は
、
当
時
の
総
選
挙
で
初
当
選
し
た
新
人
議
員
向
け
党
内
教
育
機
関
と
し
て
の
役
割
に
求
め
ら

れ
る
。



二
二
〇

（
８
）　M
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acm
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（
９
）　Stephen D

river, U
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） 2011, p. 126.
（
10
）　

こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
自
民
党
の
変
容
に
関
す
る
分
析
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
イ
ギ
リ
ス
政
治
の
変
容
と
現
在
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
第

一
章
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由
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キ
ャ
メ
ロ
ン
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と
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（
11
）　S. D

river, op. cit., pp. 126-127.

（
12
）　D

avid law
s, 22 D

ays in M
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he Birth of the Lib D
em

-Conservative Coalition 

（London: Biteback

） 2010, p. 270.

（
13
）　

二
〇
〇
七
年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
自
民
党
党
首
選
挙
最
終
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

　
　
　

ニ
ッ
ク
・
ク
レ
ッ
グ　

二
〇
、
九
八
八
票　

得
票
率　

五
〇
・
六
％　

当
選

　
　
　

ク
リ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ン　

二
〇
、
四
七
七
票　

得
票
率　

四
九
・
六
％

　
　
　

投
票
率
六
五
％　
　

党
員
数　

約
六
万
五
、
〇
〇
〇
人　
（
二
〇
〇
七
年
当
時
）

（
14
）　Ben Y

ong 

（a

）, 

“The Coalition in Parliam
ent

”, in Robert H
azell and Ben Y

oung, T
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ow
 the Con-
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ent W
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） 2012, p. 98.
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文
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（
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元
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す
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、
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、
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採
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」
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コ
ー
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